
《
論　
　

説
》

　　
 
不
平
等
条
約
改
正
後
に
お
け
る

　　
　
　
　

外
国
人
処
遇
対
策
と
明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
改
正

　 

　

姫　

嶋　

瑞　

穂　
　

は
じ
め
に

一　

国
際
監
獄
会
議
と
の
連
携　

二　

イ
ギ
リ
ス
の
日
本
監
獄
参
観
と
収
監
外
国
人
処
遇
改
善
要
求

三　

明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
改
正

む
す
び

　　　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　　

明
治
政
府
は
、
発
足
以
来
国
家
の
無
力
さ
の
証
明
と
さ
れ
た
領
事
裁
判
権
を
は
じ
め
と
す
る
不
平
等
な
条
約
条
項
を
削
除
す
る
こ
と

を
最
大
の
国
家
目
標
に
、
懸
命
な
外
交
努
力
を
続
け
て
き
た
。
明
治
四
年
か
ら
五
年
（
一
八
七
一
‐
一
八
七
二
）
の
岩
倉
使
節
団
に
よ

る
交
渉
以
来
、
寺
島
宗
則
の
関
税
自
主
権
の
交
渉
（
明
治
一
一
年
）、
井
上
馨
の
欧
化
政
策
と
外
国
人
判
事
任
用
案
（
明
治
一
二
‐
同

二
〇
年
）、
青
木
周
蔵
の
ロ
シ
ア
と
の
親
善
策
（
明
治
二
四
年
）
な
ど
、
そ
の
努
力
は
二
〇
年
以
上
に
お
よ
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
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既
得
権
の
放
棄
を
欲
し
な
い
欧
米
諸
国
は
、
我
が
国
の
法
律
制
度
の
未
整
備
に
よ
る
法
治
主
義
の
遅
れ
を
理
由
に
し
て
外
交
交
渉
に
は

容
易
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
何
よ
り
も
「
泰
西
主
義
」（W

estern
P
rinciples

）
に
よ
る
法
典
編
纂
と
刑
事

裁
判
制
度
の
確
立
、
そ
し
て
監
獄
制
度
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
、
明
治
政
府
は
日
本
社
会
の
欧
化
政
策
を
と
る
一
方
で
、
西

欧
型
の
法
律
・
司
法
制
度
の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
を
当
面
の
政
治
目
標
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

維
新
以
来
の
懸
念
で
あ
っ
た
条
約
改
正
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
一
六
日
、
陸
奥
宗
光
外
務
大
臣
に
よ
っ
て
強
硬
に
反

対
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
日
英
改
正
通
商
航
海
条
約
の
調
印
が
実
現
し
た
の
を
契
機
に
各
国
も
こ
れ
に
続
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
日
本
は
「
法
権
」
を
回
復
し
た
。
こ
の
改
正
条
約
は
明
治
三
二
年
七
月
一
七
日
お
よ
び
八
月
四
日
を
期
し
て
実
施
さ
れ
、

新
条
約
実
施
ま
で
の
五
年
間
を
準
備
期
間
と
し
て
、
そ
の
間
に
明
治
政
府
が
諸
法
制
と
そ
の
運
用
を
さ
ら
に
整
備
し
て
外
国
人
の
円
滑

な
「
内
地
雑
居
」
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
準
備
は
監
獄
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
従
来
は
机
上
に
お
い
て
の
み
構
想
さ

れ
て
き
た
、
我
が
国
に
お
い
て
外
国
人
を
逮
捕
・
監
禁
し
て
裁
判
し
、
拘
禁
す
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
現
実
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
行
刑
運
営
の
基
本
法
規
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
制
定
さ
れ
た
「
監
獄
則
」
と
「
監
獄
則
施
行
細
則
」
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
外
国
人
の
監
獄
収
容
は
全
く
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
行
刑
当
局
は
、
欧
米
外
国
人
の
監
獄
収
容
が
諸
外
国

か
ら
批
判
さ
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
国
人
の
監
獄
処
遇
が
実
務
課
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米
外
国

人
を
監
獄
に
収
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
現
場
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
か
、
監
獄
官
吏
は
外
国
人
収
容
者
に
ど
の
よ
う

に
接
す
べ
き
な
の
か
、
未
経
験
の
こ
と
だ
け
に
事
前
に
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
際
監
獄
会
議
と
の
連
携
を
密
に

し
、
最
新
監
獄
知
識
の
吸
収
と
欧
州
各
国
の
獄
務
調
査
に
よ
る
監
獄
の
国
際
水
準
化
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
代
の
監
獄
制
度
は
欧
米
の
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
て
継
受
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
監
獄
制
度
を
考
察
す
る
う
え
で
国
際
監

獄
会
議
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
明
治
期
に
開
催
さ
れ
た
国
際
監
獄
会
議
の
中
で
注
目
す
べ
き
会
議
は
、
明
治
政
府
が
初
め
て
代
表
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を
派
遣
し
た
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
ぺ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
際
監
獄
会
議
と
国
内
外
の
監
獄
事
業
に
精
通
し
て
い
た
小
河
滋
次 
郎 
が
派

（
１
）

遣
さ
れ
た
明
治
二
八
年
パ
リ
国
際
監
獄
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
議
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
は
、「
監
獄
」
に
対
す
る
欧
米
諸
国

の
視
点
と
方
向
性
を
捉
え
る
上
で
の
重
要
な
判
断
材
料
を
提
供
す
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
監
獄
収
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
側
と
欧
米
諸
国
の
間
で
犯
罪
者
処
遇
観
の
違
い
に
よ
る
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
常
に
あ
り
う
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
双
方
の
内
部
資
料
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
各

国
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
で
き
う
る
か
ぎ
り
分
析
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研 
究 
は
日

（
２
）

本
語
史
料
に
基
づ
く
日
本
側
当
局
者
の
認
識
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
き
た
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
当
時
の
日
本
側
当
局
者
が
行
い
、

ま
た
観
察
し
た
通
り
の
監
獄
像
が
描
か
れ
、
欧
米
諸
国
の
日
本
監
獄
に
対
す
る
認
識
に
関
し
て
は
想
像
で
補
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
特
に

問
題
と
す
べ
き
は
、
日
本
監
獄
に
お
け
る
外
国
人
収
容
に
対
し
て
反
発
す
る
動
き
が
欧
米
諸
国
側
に
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
本
稿
は
、
こ
の
点
に
か
ら
ん
で
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
に
注
目
し
、
外
交
文
書
及
び
英
語
文
献
に
依
拠
し
つ
つ
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
監
獄

に
対
す
る
認
識
と
そ
の
意
図
を
考
察
す
る
。

　

本
稿
の
論
点
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
小
河
滋
次
郎
の
国
際
監
獄
会
議
出
席
・
欧
州
獄
務
調
査
と
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
監
獄

視
察
の
分
析
を
通
じ
て
、
我
が
国
と
国
際
レ
ベ
ル
の
処
遇
格
差
や
監
獄
問
題
に
対
す
る
認
識
の
違
い
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

第
二
は
、
小
河
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
調
査
結
果
と
課
題
提
起
が
改
正
条
約
実
施
後
の
刑
事
政
策
関
係
諸
法
の
立
案
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
か
で
あ
る
。
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一　

国
際
監
獄
会
議
と
の
連
携

　
（
一
）
第
四
回
国
際
監
獄
会
議
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
際
監
獄
会
議
）
の
反
省

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
ワ
イ
ン
ズ
の
発
起
に
よ
り
第
一
回
国
際
監
獄
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
国
際
監
獄
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
続

い
て
、
明
治
一
一
年
に
は
第
二
回
国
際
監
獄
会
議
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
我
が
国
に
も

委
員
派
遣
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
当
時
は
西
南
戦
争
の
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
た
め
に
我
が
国
は
送
付
さ
れ
て
き
た
質
問
票
へ
の
答
書
に

と
ど
ま
っ 
た 
。
そ
の
後
、
明
治
一
七
年
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
第
三
回
国
際
監
獄
会
議
を
経
て
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
、

（
３
）

我
が
国
は
ロ
シ
ア
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
国
際
監
獄
会
議
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
国
際
舞
台

へ
の
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
し
た
の
は
監
獄
関
係
者
で
は
な
く
外
交
官
の
駐
露
公
使
西
徳
次
郎
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
第
四
回
国
際
監
獄
会
議
は
明
治
二
三
年
六
月
一
三
日
よ
り
同
月
二
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
二
五
カ
国
が
参
加
し
、
参
列
員
は
総

計
五
百
六
十
四
名
、
そ
の
中
政
府
代
表
六
十
九
名
、
そ
の
他
四
百
九
十
五
名
で
あ
っ 
た 
。
政
府
代
表
で
な
い
参
列
員
の
う
ち
三
百
七
十

（
４
）

三
名
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ 
た 
。

（
５
）

　

会
議
の
議
事
は
総
会
と
部
会
の
二
部
制
で
、
部
会
は
三
部
門
（
刑
罰
法
令
・
監
獄
紀
律
と
経
済
・
犯
罪
予
防
）
に
分
か
れ
た
。
部
会

の
主
な
議
題
及
び
決
議
要
領
は
以
下
の
通 
り 
で
あ
る
。

（
６
）

　

第
一
部
（
刑
罰
法
令
事
項
）
の
議
題
は
、
犯
人
引
渡
条
約
に
お
け
る
刑
法
違
反
の
定
義
と
各
国
共
通
の
目
的
・
飲
酒
酩
酊
を
刑
事
行

為
と
す
べ
き
か
、
大
学
に
お
け
る
監
獄
学
講
座
の
開
設
、
少
年
の
犯
罪
行
為
、
受
刑
者
の
懲
罰
権
と
裁
判
行
使
の
範
囲
な
ど
で
あ
っ
た
。

特
に
、
犯
人
引
渡
条
約
に
関
連
し
て
、
各
国
刑
法
の
罪
名
を
同
じ
に
す
べ
き
か
否
か
が
争
点
と
さ
れ
た
が
、
各
国
の
情
風
俗
や
そ
の
他

の
諸
般
の
習
慣
に
至
る
ま
で
大
い
に
異
な
る
た
め
に
各
国
の
言
語
を
同
一
に
し
な
い
限
り
問
題
解
決
に
至
ら
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
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西
は
「
最
も
珍
ら 
し 
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
点
に
興
味
を
抱
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
第
二
部
（
監
獄
紀
律
）
で
は
、
刑
務
作

（
７
）

業
を
官
業
制
・
私
契
約
制
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
、
流
刑
以
外
の
無
期
ま
た
は
長
期
受
刑
者
（
五
―
一
〇
年
以
上
）
の
刑
罰
執
行
施
設

の
組
織
と
管
理
、
監
獄
署
職
員
の
採
用
方
法
、
矯
正
不
能
者
か
ら
の
社
会
防
衛
手
段
、
未
決
拘
留
と
既
決
拘
留
の
区
別
な
ど
が
議
論
さ

れ
た
。
ま
た
、
第
三
部
（
犯
罪
予
防
）
は
本
会
議
で
最
も
注
目
さ
れ
た
部
門
で
、
青
少
年
非
行
を
重
視
し
た
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

非
行
の
原
因
、
保
護
者
の
い
な
い
児
童
の
問
題
な
ら
び
に
そ
の
予
防
対
策
が
議
論
さ
れ
、
幼
年
囚
を
懲
戒
す
る
た
め
に
各
国
と
も
に
大

い
に
尽
力
す
べ
き
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

　

西
は
第
二
部
会
（
監
獄
紀
律
・
経
済
）
に
参
加
し
て
い
る
が
、
会
議
へ
の
参
加
が
単
な
る
形
式
的
・
儀
礼
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
成

果
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
各
国
か
ら
国
際
監
獄
会
議
に
派
遣
さ
れ
た
者
は
刑
法
学
者
・
監
獄

学
者
・
典
獄
な
ど
の
監
獄
事
業
関
係
者
で
あ
っ 
た 
こ
と
を
挙
げ
、
監
獄
に
心
得
の
な
い
者
が
参
加
し
て
も
議
事
の
詳
況
が
把
握
で
き
ず

（
８
）

ほ
と
ん
ど
利
益
が
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
我
が
国
が
第
二
部
会
に
提
議
し
た
以
下
の
議
題
も
関
係
し

て
い
た
。

　

第
八
問　

受
刑
者
将
来
の
生
計
に
関
し
、
作
業
の
種
類
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
技
能
に
応
じ
て
科
し
得
る
か
。

　

第
九
問　

受
刑
者
は
そ
の
刑
期
に
従
ひ
、
階
級
を
分
ち
漸
次
寛
和
的
処
遇
を
為
し
て
よ
い
か
。
若
し
、
然
り
と
せ
ば
初
級
は
厳
制
独

居
に
付
す
べ
き
か
、
而
し
て
そ
の
作
業
は
如
何
な
る
種
類
が
よ
い
か
。

西
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
八
問
は
全
く
討
議
さ
れ
る
こ

と
な
く
、「
凡
そ
囚
徒
は
成
る
可
く
之
を
し
て
其
技
能
に
應
す
る
の
業
務
に
就
か
し
む
る
を
要
す
而
し
て
此
業
務
中
稍
ゝ
繁
雑
又
は
簡

易
な
る
も
の
あ
る
へ
き
も
監
獄
學
理
的
需
要
と
毫
も
牴
牾
す
る
所
あ
ら 
ず 
」
と
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
累
進
制
度
に
関
す
る
第
九
問
は

（
９
）

国
際
監
獄
会
議
で
す
で
に
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
人
の
異
論
者
も
な
く
「
先
つ
作
業
を
課
し
分
房
拘
置
に
處
す
る
の
遞
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進
監
獄
法
は
中
期
刑
の
者
に
適
合
す
る
も
の
と
�
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
原
因
は
、
恐
ら
く
、
西
の
監
獄
知
識
の

無
さ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
監
獄
会
議
の
議
事
録
を
読
ま
ず
に
会
議
に
参
加
し
た
準
備
不
足
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
西
の
力
量
不
足
が
参
列
者
の
物
笑
い
に
な
っ
た
こ
と
を
西
は
「
我
國
提
出
の
問
題
に
對
し
て
或
人
は
是
れ
に
て
一
切
、
治
獄

の
事
を
網
羅
し
盡
く
せ
り
と
冷
評
せ
�
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

結
局
、
監
獄
行
政
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
は
次
回
の
監
獄
会
議
に
お
い
て
は
適
切
な
問

題
提
起
と
議
論
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
出
来
る
よ
う
監
獄
事
業
関
係
者
を
委
員
と
し
て
派
遣
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
パ
リ
国
際
監
獄
会
議
へ
の
参
加

　

１
�
小
河
滋
次
郎
派
遣
の
経
緯
と
監
獄
認
識

　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
第
五
回
国
際
監
獄
会
議
で
は
改
正
条
約
実
施
を
目
前
に
控

え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
我
が
国
の
近
代
化
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
監
獄
運
営
が
世
界
水
準
に
あ
る
こ
と
を
各
国
に
示
す
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
準
備
の
た
め
に
、
ま
ず
日
本
監
獄
制
度
の
沿
革
を
記
し
た
「
大
日
本
刑
獄
沿
革
略
史
」
と
東
京
集
治
監
の
模
型
及
び
囚
徒
自

ら
の
動
作
を
直
筆
し
た
「
囚
人
動
作
及
び
監
房
構
造
図
」
を
編
纂
し
、
仏
語
訳
し
た
「
監
獄
則
・
監
獄
則
施
行
細
目
」
な
ど
の
文
書
を

会
議
に
提
出
す
る
こ
と
が
大
日
本
監
獄
協
会
で
決
定
さ
れ
�
。
ま
た
、
西
徳
次
郎
の
意
見
を
踏
ま
え
監
獄
実
務
に
精
通
し
た
委
員
を
派

遣
し
て
積
極
的
・
実
務
的
に
会
議
に
参
画
す
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
委
員
選
任
に
際
し
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
当
時
内
務
省
監
獄
課
長
か
ら
神
奈
川
県
典
獄
に
転
出
し
て
い
�
小
河
滋
次
郎

で
あ
る
。
小
河
が
政
府
委
員
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
①
神
奈
川
県
典
獄
と
し
て
監
獄
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
監
獄
問
題
に
精

通
し
て
い
た
こ
と
、
②
お
雇
い
外
国
人
ゼ
ー
バ
ッ
ハ

�
の
訳
官
を
勤
め
て
い
た
こ
と
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に
加
え
、
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
著
「
監
獄
学
講
義
」
の
翻
訳
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
欧
州
の
監
獄
政
策
へ
の
造
詣
が
深

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
人
選
に
は
国
内
外
の
監
獄
理
論
・
実
務
の
両
面
を
考
慮
し
、
小
河
を
監
獄
学
研
究
の

第
一
人
者
と
自
他
共
に
認
め
る
評
価
が
基
礎
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
浦
奎
吾
の
強
力
な
推
薦
も
無
視
で
き
な
い
。
清
浦
は
、

「
パ
リ
国
際
監
獄
会
議
に
若
し
政
府
と
し
て
委
員
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
れ
ば
大
日
本
監
獄
協
会
か
ら
委
員
を
派
遣
し
た
い
」

と
主
張
し
、
所
轄
官
署
に
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
。

　

政
府
委
員
に
選
任
さ
れ
た
小
河
は
、
明
治
二
八
年
三
月
一
七
日
、
東
京
上
野
公
園
韻
松
亭
に
て
開
催
さ
れ
た
監
獄
協
会
第
六
回
常
集

会
議
に
お
い
て
監
獄
会
議
出
席
へ
の
抱
負
と
自
信
を
語
っ
て
い
�
。

　

小
河
は
我
が
国
の
監
獄
事
業
に
つ
い
て
、
①
監
獄
建
築
、
②
規
律
懲
戒
、
③
衛
生
・
教
誨
・
教
育
の
三
つ
の
観
点
か
ら
欧
米
諸
国
と

の
比
較
を
行
い
、「
暇
令
多
少
は
劣
つ
て
居
る
と
こ
ろ
が
あ
る
に
も
し
た
所
で
、
實
際
を
探
つ
て
み
た
な
ら
ば
、
彼
に
於
て
も
亦
却
つ

て
多
く
の
短
所
も
あ
り
、
弊
害
が
あ
る
で
あ
ら
う
、
故
に
差
引
い
て
見
ま
す
と
、
彼
我
相
較
べ
て
見
て
、
左
ま
で
非
常
の
懸
隔
は
な
い

で
あ
ら
う
し
、
尠
く
も
概
観
丈
け
な
り
と
も
、
彼
我
相
比
較
し
て
見
た
な
ら
ば
、
随
分
優
劣
拮
抗
す
る
に
足
り
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ら
う
し
、
模
様
に
依
つ
て
は
却
つ
て
彼
を
し
て
、
我
に
乞
ふ
所
も
あ
る
で
あ
ら
�
」
と
、
我
が
国
の
監
獄
事
業
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て

も
決
し
て
劣
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
結
論
付
け
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
各
国
に
適
用
す
べ
き
建
築
法
は
国
際
会
議
の
議
論
で
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
が
、
日
本
と
欧
米
と
で
は
風
土
人
情
が
違
う
た
め
に
欧
米
の
建
築
法
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
、

治
獄
の
要
点
と
な
る
性
格
を
考
慮
し
た
場
合
、
日
本
人
の
性
格
は
欧
米
人
よ
り
も
真
面
目
な
の
で
規
律
懲
戒
は
欧
米
（
特
に
ア
メ
リ
カ
）

よ
り
も
進
歩
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
衛
生
・
教
誨
・
教
育
に
つ
い
て
は
、
監
獄
費
が
地
方
支
弁
で
あ
る
た
め
財
政
上
の
関
係
か
ら
ま

だ
実
行
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
小
河
が
国
際
監
獄
会
議
を
通
じ
て
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
項
目
は
、「
出
獄
人
の
保
護
」、「
入

（　

）
15る

（　

）
16う
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獄
以
前
の
悪
事
の
豫
防
、
即
、
殊
に
幼
年
者
の
保
護
」、「
監
獄
と
社
会
と
の
関
係
」
の
三
点
で
あ
っ
た
。
監
獄
改
良
は
、
警
察
・
裁

判
・
衛
生
・
教
育
及
び
宗
教
と
の
連
携
に
よ
っ
て
効
力
が
発
揮
さ
れ
、
犯
罪
予
防
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
検
討
な

し
に
成
果
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
と
の
関
係
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
基
礎
資
料
と
な
る
監
獄
統
計
の
整
備

も
課
題
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
河
の
監
獄
に
対
す
る
認
識
に
は
、
我
が
国
が
こ
れ
ま
で
意
識
し
て
き
た
「
規

律
懲
戒
の
強
化
」
に
よ
る
「
取
締
」
と
い
う
思
想
は
無
く
、
基
本
的
視
点
は
「
保
護
・
感
化
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
小
河
は
日
本
監
獄
の
現
状
に
は
満
足
し
て
お
り
、「
日
本
の
監
獄
の
爲
め
に
、
寧
、
人
に
聞
く
と
い
ふ
方
の
側
よ
り
も
、

多
く
の
事
柄
に
付
い
て
は
、
日
本
の
監
獄
の
自
慢
話
を
し
て
、
即
、
日
本
の
監
獄
の
改
良
進
歩
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
各
國
委
員

に
知
ら
し
�
」
る
と
国
際
監
獄
会
議
出
席
へ
の
絶
対
の
自
信
を
覗
か
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
大
任
を
負
ふ
て
出
發
い
た
し
ま
す
る

當
時
に
於
て
は
、
自
分
な
が
ら
意
氣
揚
々
た
る
次
�
」
で
あ
っ
た
小
河
も
、「
歸
る
時
分
に
方
り
ま
し
て
は
、
悄
然
と
し
て
恰
も
屠
所

の
羊
と
い
ふ
が
如
き
有
�
」
で
、
英
領
香
港
監
獄
視
察
で
最
初
の
「
一
頓
挫
を
來
�
」
た
の
で
あ
る
。

　

２
�
香
港
監
獄
視
察

　

明
治
二
八
年
三
月
二
二
日
に
小
河
は
東
京
を
出
発
、
翌
二
三
日
、
横
浜
港
か
ら
フ
ラ
ン
ス
郵
船
カ
レ
ド
ニ
ア
号
に
乗
船
し
て
出
港
�
、

最
初
に
香
港
に
降
り
立
っ
�
。
小
河
は
こ
の
地
で
イ
ギ
リ
ス
式
監
獄
制
度
を
有
す
る
香
港
監
獄
を
参
観
し
た
。
警
察
署
と
裁
判
所
に
隣

接
し
、
山
の
中
腹
に
建
設
さ
れ
た
香
港
監
獄
の
第
一
印
象
に
つ
い
て
、
小
河
は
「
建
物
の
完
璧
な
る
に
は
今
更
の
如
く
に
目
新
敷
く
感

し
�
」
と
感
嘆
し
、「
五
階
立
の
大
建
築
宏
大
な
る
に
は
田
舎
者
を
し
て
先
づ
一
驚
せ
し
む
る
に
足
�
」
と
壮
大
な
監
獄
建
築
に
驚
嘆

の
意
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
監
獄
事
務
が
簡
便
で
監
獄
官
吏
が
少
数
で
あ
る
こ
と
を
「
敬
服
の
外
�
」
と
賞
賛
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
河
は
改
正
条
約
実
施
後
の
日
本
監
獄
に
お
け
る
外
国
人
収
容
を
想
定
し
て
厳
し
い
眼
で
外
国
人
処
遇
の
あ
り
方
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と
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
監
獄
運
営
に
つ
い
て
以
下
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
空
役

　

香
港
監
獄
で
は
、
空
車
を
曳
か
せ
、
西
洋
人
に
は
工
場
で
鉄
丸
及
び
罪
石
を
運
搬
さ
せ
る
空
役
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
小
河
は
、
空

役
は
懲
苦
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
「
拙
著
監
獄
學
に
於
て
も
既
に
空
役
の
不
可
を
痛
�
」
し
、
空
役
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

香
港
監
獄
で
実
効
的
で
は
な
い
空
役
の
実
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
益
々
予
が
宿
論
の
確
信
を
加
え
た
�
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
監
獄
建
築
・
構
造

　

香
港
監
獄
は
堅
牢
で
あ
る
が
、
市
街
の
山
の
中
腹
に
建
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
監
房
の
外
窓
か
ら
市
街
や
港
湾
ま
で
見
渡
す
こ
と

が
で
き
、
反
対
に
民
家
か
ら
も
監
獄
内
の
景
況
が
丸
見
え
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
香
港
監
獄
は
位
置
的
に
問
題
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
場
所
で
自
由
刑
を
執
行
す
る
の
は
不
適
当
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
た
。

③
監
獄
管
理

　

香
港
監
獄
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
囚
徒
は
中
国
人
が
六
分
、
西
洋
人
と
黒
人
が
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
割
合
で
あ
っ
た
。
大
多
数
が
中
国
人

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
典
獄
を
は
じ
め
と
す
る
監
獄
官
吏
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
看
守
は
イ
ン
ド
人
と
黒
人
で
占
め
ら
�
、

中
国
人
の
役
人
は
通
訳
が
わ
ず
か
に
一
人
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
語
を
理
解
で
き
る
官
吏
が
ほ
と
ん
ど
お

ら
ず
、
中
国
人
の
風
俗
・
慣
習
・
性
情
等
の
知
識
が
な
い
た
め
に
「
社
会
的
人
類
生
存
の
必
要
事
態
を
異
に
す
�
」
種
族
に
対
し
適
切

な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
「
監
獄
の
構
造
牢
實
整
備
せ
る
の
故
を
以
て
漫
に
必
要
の
吏
員
を
省
略
し
且
つ
完
全
の
能
力
を
具

備
せ
ざ
る
人
物
を
使
用
す
る
が
如
き
は
殆
ん
ど
監
獄
の
何
物
た
る
を
無
視
せ
�
」
と
述
べ
、
多
数
の
中
国
人
を
拘
禁
す
る
監
獄
で
中
国

人
の
看
守
を
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
監
獄
経
済
の
観
点
か
ら
、
監
獄
官
吏
の
数
を
削
減
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
が
、
監
獄
管
理
と
監
獄
の
目
的
の
達
成
を
考
慮
す
れ
ば
財
政
的
に
困
難
で
あ
っ
て
も
最
低
限
の
官
吏
の
人
数
は
必
ず
確
保
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
小
河
は
香
港
監
獄
の
拘
禁
形
態
に
も
言
及
し
、
短
期
囚
の
多
く
は
「
未
定
年
幼
年
囚
」
が
混
同
さ
れ
、
監
房
が
雑
居
状
態
に

あ
り
、
分
房
制
が
実
質
を
伴
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
監
房
内
に
規
律
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
を
理
解
で
き
る
中
国
人
の
囚
徒
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た

め
に
規
律
の
徹
底
が
図
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

　

小
河
は
、
刑
罰
執
行
中
で
も
腰
縄
の
代
用
と
し
て
中
国
人
に
辨
髪
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
は
納
得
し
て
い
る
が
、
西
洋
人
に
対
し
て

鬚
髪
を
蓄
え
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
こ
と
は
本
国
と
取
扱
が
異
な
っ
て
お
り
、
規
律
上
、
特
に
清
潔
の
面
か
ら
「
甚
だ
事
体
の
宜
し

き
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
如
�
」
と
若
干
の
戸
惑
い
を
み
せ
て
い
る
。

④
監
獄
処
遇

　

監
獄
作
業
の
種
類
が
少
な
く
、
生
産
性
の
あ
る
業
種
は
「
活
版
、
製
本
、
踏
工
、
裁
縫
、
木
工
、
鍛
冶
工
、
シ
ル
縄
（
是
れ
は
船
に

用
ふ
る
者
に
て
重
に
短
期
囚
を
し
て
房
内
に
於
て
之
に
従
事
せ
し
む
恰
も
本
邦
に
於
る
藁
工
と
一
般
な
�
）」
く
ら
い
で
、
イ
ギ
リ
ス

本
国
の
監
獄
作
業
と
比
べ
て
も
「
實
に
見
る
影
も
な
�
」
と
相
当
失
望
し
て
い
る
。

　

囚
人
の
衣
服
は
帆
木
綿
様
の
も
の
を
用
い
て
い
る
が
、
労
役
に
従
事
さ
せ
る
に
は
暑
苦
し
す
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
衛
生

状
態
の
悪
さ
に
も
言
及
し
、「
御
承
知
の
通
り
、
不
潔
は
支
那
の
特
性
で
ご
ざ
い
ま
す
�
」
と
偏
見
的
な
見
方
を
し
な
が
ら
も
、「
其
不

潔
の
甚
し
き
本
邦
に
於
け
る
乞
食
よ
り
も
尚
甚
�
」
と
批
判
し
て
い
る
。
医
師
は
西
洋
人
で
あ
っ
た
た
め
に
治
療
を
す
る
に
も
土
人
や

中
国
人
の
言
葉
を
解
せ
ず
囚
徒
の
健
康
管
理
は
困
難
を
極
め
た
。
西
洋
人
の
教
誨
師
は
基
督
教
僧
侶
で
あ
っ
た
た
め
に
中
国
人
の
囚
徒

は
教
誨
の
内
容
が
理
解
で
き
ず
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
小
河
は
中
国
人
と
西
洋
人
の
処
遇
差
を
特
に
注
目
し
た
。
食
物
は
人
種
に
適
し
た
食
材
や
調
理
法
で
給
与
さ
れ
て
い
�
が
、
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西
欧
人
で
空
役
に
従
事
し
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
西
洋
人
が
「
不
公
平
に
寛
待
し
過
ぎ
る
ま
で
に
官
�
」
さ
れ
て
お
り
、「
日

曜
に
は
説
教
を
聽
聞
し
衣
食
の
供
給
亦
頗
ふ
る
優
長
に
書
見
自
由
に
し
て
時
と
し
て
は
ま
た
喫
煙
す
ら
許
容
せ
ら
る
ゝ
こ
�
」
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
不
備
な
点
が
多
く
残
る
香
港
監
獄
の
運
営
状
況
に
小
河
は
不
満
を
持
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
若

し
之
が
欧
羅
巴
の
本
國
に
在
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
既
に
久
し
く
無
用
の
長
物
と
な
つ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
、
け
れ
ど
も
其
悪
い

破
れ
監
獄
�
」
香
港
監
獄
で
す
ら
新
築
の
巣
鴨
監
獄
や
東
京
集
治
監
に
比
べ
れ
ば
「
猶
ほ
幾
分
か
監
獄
學
の
要
求
を
満
た
し
て
居
る
、

比
較
的
改
良
せ
ら
れ
て
居
る
立
派
な
監
�
」
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
監
獄
は
、「
誠
に
極
め
て
幼
稚
の
境
遇
に

在
る
と
い
ふ
こ
と
を
免
か
れ
」
ず
、「
未
だ
監
獄
改
良
の
着
手
だ
に
な
い
と
言
つ
て
�
」
過
言
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

小
河
は
香
港
監
獄
視
察
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
を
総
括
し
、
外
国
人
収
容
に
向
け
た
日
本
の
今
後
の
課
題
と
改
善
策
を
提
言
し

て
い
る
。
第
一
点
は
、
囚
徒
の
健
康
維
持
で
あ
る
。
監
獄
の
目
的
は
自
由
を
奪
っ
て
改
良
感
化
を
施
す
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
健
康
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
健
康
維
持
に
必
要
な
衣
食
住
の
適
切
な
要
件
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
示
唆
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
個
別
処
遇
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。
監
獄
事
業
で
は

統
一
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
人
種
に
よ
り
適
切
と
さ
れ
る
処
遇
は
異
な
り
、
同
一
人
種
で
も
年
齢
・
健
康
・
性
情
・
教
育
・

宗
教
・
罪
質
・
行
状
・
身
分
・
性
別
・
職
業
・
習
慣
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
処
遇
を
な
す
べ
き
と
し
た
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ

て
も
処
遇
は
異
な
る
べ
き
で
あ
り
「
所
謂
個
人
的
と
申
し
ま
す
る
事
柄
は
、
或
は
不
統
一
か
の
如
き
、
外
観
が
あ
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、

其
實
却
つ
て
眞
正
な
る
公
平
統
一
の
主
義
に
適
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
刑
罰
の
公
平
均
一
の
要
義
と
い
ふ
も
の
は
、
個
人
的

遇
囚
法
に
因
り
て
、
始
め
て
能
く
貫
徹
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
�
」
と
主
張
し
た
。
第
二
点
は
、
監
獄
官
吏
の
養
成
で
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あ
る
。
個
別
処
遇
の
徹
底
の
た
め
に
は
、
監
獄
官
吏
が
監
獄
学
の
知
識
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
語
学
力
の
向
上
が
必
須
と
な

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

３
�
パ
リ
国
際
監
獄
会
議

（
�
）
フ
ラ
ン
ス
獄
制
と
の
比
較

　

香
港
を
後
に
し
た
小
河
の
船
内
生
活
は
、「
友
僚
及
荊
妻
に
寄
す
る
の
信
書
を
認
め
、
或
は
小
説
を
読
み
或
は
少
し
く
佛
語
を
研
究

す
」
る
う
ち
に
日
数
も
経
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
明
治
二
八
年
五
月
二
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
、
同
月
四
日
に
パ
リ
に
入
っ
た
。

同
月
一
一
日
に
挨
拶
の
た
め
内
務
省
監
獄
局
長
を
訪
問
し
、
監
獄
局
長
か
ら
「
東
洋
日
本
よ
り
遥
に
来
会
し
た
る
こ
と
は
非
常
の
満
足

な
る
旨
繰
り
返
し
て
喜
び
居
�
」
と
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　

六
月
三
〇
日
の
会
議
開
始
ま
で
の
五
十
日
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
小
野
田
元
煕
警
保
局
長
宛
に
送
っ
た
書
簡
に
詳
し
い
。
小
河
は
フ

ラ
ン
ス
語
を
本
格
的
に
学
ん
で
い
な
い
た
め
、「
会
議
通
訳
者
の
義
に
付
き
て
は
兼
て
、
御
配
慮
被
成
下
候
儀
も
有
之
、
公
使
館
員
に

て
は
、
何
分
人
少
、
且
、
繁
務
の
爲
め
、
通
訳
の
労
を
取
り
呉
れ
ら
れ
候
事
、
無
覚
束
、
是
非
通
訳
者
を
傭
ひ
入
れ
さ
る
を
得
さ
る
次

第
に
有
之
、
且
、
公
会
場
の
事
故
、
只
、
一
個
人
の
資
格
に
て
は
、
便
宜
上
不
都
合
の
不
少
、
他
の
郵
政
貨
幣
、
其
の
他
の
万
国
会
議

の
先
例
も
有
之
、
仮
り
に
、
委
員
の
資
格
を
与
へ
て
列
席
せ
し
む
る
方
可
然
と
の
曽
根
公
使
等
の
御
意
見
に
有
�
」
と
通
訳
の
選
定
、

資
格
問
題
で
苦
慮
し
て
い
る
。
結
局
、
適
当
な
通
訳
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
の
勉
学
も
考
え
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
独
習
を

始
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
会
議
事
項
の
下
調
べ
・
打
ち
合
わ
せ
、
当
局
者
の
訪
問
・
来
訪
、
監
獄
視
察
、
各
国
派
遣
委
員
と
の
相
互
往

復
が
頻
繁
を
極
め
た
た
め
に
「
殆
ど
忙
劇
夢
寐
の
間
に
經
過
致
し
て
仕
�
」
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
河
は
多
忙
の
合

間
を
縫
っ
て
、
新
聞
各
紙
あ
る
い
は
訪
問
者
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
フ
ラ
ン
ス
監
獄
制
度
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
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①　

監
獄
事
務

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
内
務
省
を
五
局
（
県
治
局
・
衛
生
局
・
監
獄
局
・
会
計
局
・
警
保
局
）
に
分
局
し
、
日
本
と
異
な
り
監
獄
局
が
一
局

と
し
て
独
立
し
て
い
�
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
限
ら
ず
欧
州
で
は
官
署
組
織
す
べ
て
が
簡
素
で
あ
る
た
め
に
監
獄
官
吏
が
少
数
で
あ
っ
た
。

小
河
は
こ
れ
に
対
し
て
「
浦
山
し
き
次
�
」
と
し
な
が
ら
も
、
我
が
国
で
は
「
徒
ら
に
組
織
を
簡
便
に
し
漫
り
に
吏
員
を
減
少
せ
し
た

る
の
結
�
」、
獄
務
上
あ
る
い
は
他
の
行
政
事
務
に
弊
害
及
び
困
難
を
招
い
て
し
ま
っ
た
た
め
に
「
唯
だ
漫
に
吏
員
の
少
か
ら
ん
こ
と

を
求
む
る
は
美
事
に
非
ら
�
」
と
監
獄
事
務
の
簡
素
化
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
小
河
が
我
が
国
の
監
獄
官
吏
に
必
要
と
し

た
の
は
「
適
當
の
智
能
と
適
當
の
員
�
」
を
備
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
小
河
は
監
獄
官
吏
の
在
任
期
間
に
も
注
目
し
て
い
る
。
監
獄
局
長
は
地
方
長
官
か
ら
昨
年
転
任
し
て
き
た
ば
か
り
で
あ
っ
た

が
、
監
獄
局
員
は
課
長
以
下
い
ず
れ
も
十
数
年
勤
務
し
、
第
一
課
（
収
監
事
務
）
を
除
く
四
課
�
は
ほ
ぼ
終
身
官
で
あ
っ
た
。
小
河
は

「
古
く
な
る
も
一
利
一
害
に
は
候
へ
ど
も
頻
々
交
迭
の
烈
し
き
我
が
當
局
者
の
如
き
様
に
て
も
困
た
者
と
存
�
」
と
、
人
事
交
代
が
激

し
い
日
本
の
監
獄
事
情
に
不
満
を
吐
露
し
て
い
る
。

②　

判
決
の
傾
向

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
犯
罪
常
習
者
と
偶
発
的
犯
罪
者
を
識
別
し
、
裁
判
及
び
治
獄
上
、
犯
罪
常
習
者
に
対
し
て
厳
罰
主
義
を
取
っ
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
人
口
一
万
人
に
付
き
被
告
人
一
人
の
割
合
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
官
、
殊
に
陪
審

官
は
重
刑
、
即
ち
長
期
自
由
刑
を
嫌
避
す
る
傾
向
に
あ
り
、
大
多
数
が
短
期
刑
又
は
罰
金
を
適
用
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

③　

囚
徒
殖
民
論

　
「
囚
徒
殖
民
論
は
將
來
我
國
に
於
て
戦
争
及
臺
灣
諸
島
占
領
の
結
果
と
し
て
必
生
の
問
題
と
被
存
候
間
此
點
に
就
て
は
十
分
審
査
を

凝
ら
し
可
申
の
積
り
に
有
�
」
と
国
際
監
獄
会
議
の
議
題
に
も
な
っ
て
い
た
囚
徒
殖
民
論
を
今
後
の
研
究
材
料
と
す
べ
き
こ
と
を
報
告
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し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
日
清
戦
争
に
勝
利
し
、
台
湾
を
獲
得
し
た
直
後
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
お
り
、
小
河
自
身
も
強
い
関
心

を
示
し
て
い
る
。

④　

出
獄
人
保
護
事
業

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
出
獄
人
保
護
事
業
が
進
歩
し
て
い
た
。
パ
リ
市
内
だ
け
で
も
同
種
類
の
会
社
が
十
数
社
以
上
存
在
し
、
男
女
年
齢
等

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
分
担
さ
れ
て
い
た
。
小
河
は
出
獄
人
保
護
事
業
が
想
像
以
上
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に

「
研
究
の
價
値
可
�
」
と
判
断
し
て
い
る
。

⑤　

監
獄
費
国
庫
支
弁
問
題

　

日
本
と
同
様
フ
ラ
ン
ス
で
も
監
獄
費
は
地
方
支
弁
で
あ
っ
�
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
累
犯
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
期

刑
の
適
用
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
監
獄
費
国
庫
負
担
の
下
で
分
房
制
の
励
行
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
小
河
は
こ
の
点
に
日
本
と
の
共
通
点
を
見
出
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
知
識
は
、
小
河
に
「
最
も
尠
な
か
ら
ざ
る
利
益
を
與
�
」、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
「
會
議
に
於
け
る
萬
般
の
好
都
合
と

い
ふ
も
の
は
悉
く
此
猶
豫
時
間
の
賜
�
」
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

（
�
）
パ
リ
国
際
監
獄
会
議

　

会
議
は
六
月
三
〇
日
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
文
科
大
学
会
堂
で
開
会
し
た
。
初
日
の
祝
典
に
は
大
統
領
を
は
じ
め
、
パ
リ
駐
在
の
各
国
大
使
、

全
権
公
使
、
国
務
大
臣
、
そ
の
他
主
な
文
武
官
民
が
臨
席
し
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
会
議
に
は
総
計
七
百
八
十
人
の
委
員
が
出
席
し
、

開
催
国
フ
ラ
ン
ス
か
ら
最
も
多
い
五
百
十
六
人
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
委
員
は
、
政
府
派
遣
委
員
に
限
ら
ず
、
感
化
学
校
・
保
護
会

社
・
監
獄
協
会
・
慈
善
組
合
・
代
言
組
合
等
の
私
立
団
体
、
篤
志
学
者
、
有
志
家
が
多
数
を
占
め
た
。
小
河
は
監
獄
当
局
者
以
外
の
一

般
人
に
監
獄
思
想
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
民
間
人
に
よ
る
慈
善
事
業
の
高
揚
ぶ
り
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
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る
。

　

審
議
は
七
月
一
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
行
わ
れ
た
が
、
議
事
に
入
る
前
に
会
員
の
所
属
部
門
を
定
�
、
続
い
て
役
員
選
挙
及
び
諸
般
緊

要
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
部
会
審
議
は
、
刑
法
関
係
事
項
・
監
獄
事
項
・
犯
罪
予
防
事
項
・
幼
年
者
処
遇
事
�
の
四
部
門
で
構
成
さ
れ
、

小
河
は
第
二
部
（
監
獄
事
項
）
に
参
加
し
、
補
助
員
と
し
て
第
三
部
（
犯
罪
予
防
事
項
）
に
属
し
た
。

　

第
二
部
の
議
論
で
最
も
注
目
を
浴
び
た
の
が
、
囚
徒
殖
民
論
に
関
す
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ル
タ
シ
ョ
ン tran

sp
ortation

（
流
遣
�
）

の
利
害
」
及
び
「
囚
人
に
対
す
る
工
銭
給
与
権
」
の
二
事
項
で
あ
っ
�
。
フ
ラ
ン
ス
選
出
委
員
は
全
員
が
積
極
論
を
主
張
し
た
が
、
ド

イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
派
出
委
員
は
ほ
ぼ
全
員
が
反
対
を
表
明
し
た
。
た
だ
し
、
小
河
自
身
は
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ル
タ
シ
ョ
ン
に
就

て
は
將
來
我
が
獄
制
上
に
大
な
る
關
係
有
之
候
こ
と
ゝ
被
存
候
に
付
尚
ほ
篤
と
精
査
を
相
遂
げ
可
申
積
り
に
有
之
容
易
に
利
害
の
斷
言

は
致
し
申
ま
じ
く
�
」
と
、
結
論
は
急
が
ず
十
分
に
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。「
工
銭
給
与
権
」
に
つ
い
て
は
、
ド

イ
ツ
を
は
じ
め
各
国
は
囚
人
の
工
銭
給
与
権
を
贈
与
契
約
と
同
様
に
見
做
し
、
恩
恵
的
賞
与
と
し
て
捉
え
て
い
�
た
め
に
囚
人
の
工
銭

給
与
権
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
刑
法
に
工
銭
給
与
権
を
明
文
規
定
し
て
い
た
た
め
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
の
委
員
は
有
権
論
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
議
論
は
恩
恵
論
に
傾
き
、
刑
法
の
「
給
与
」
規
定
は
国
家

が
囚
人
に
対
し
て
恩
恵
的
に
賞
与
す
る
と
の
意
味
に
す
ぎ
な
い
た
め
囚
人
に
所
有
権
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
国
家
は

囚
人
の
工
銭
を
自
由
に
処
分
で
き
る
と
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

　

国
際
監
獄
会
議
の
決
議
事
項
は
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は

会
議
の
翌
年
一
月
か
ら
未
成
年
犯
罪
者
に
限
定
し
た
条
件
付
裁
判
法
が
施
行
さ
れ
、
三
月
に
は
免
囚
工
銭
処
分
法
が
規
定
さ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
で
は
国
際
監
獄
会
議
の
決
議
を
参
酌
し
、
幼
年
犯
罪
者
及
び
不
良
少
年
に
関
す
る
特
定
法
が
制
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
国
際
監
獄
会
議
が
機
能
を
発
揮
で
き
る
か
否
か
は
参
加
国
に
よ
る
運
用
の
適
否
に
か
か
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
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体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
た
。
小
河
自
身
も
パ
リ
国
際
監
獄
会
議
の
報
告
演
説
に
お
い
て
、「
想
ふ
に
我
政
府
も
亦
大
に
委
員
の
復
命
す

る
所
を
参
酌
取
捨
せ
ら
る
ヽ
所
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
信
じ
ま
す
る
、
又
能
く
之
を
幇
助
し
、
翼
賛
す
る
こ
と
は
、
我
々
此
事
業
に
従
事

し
て
居
る
者
の
任
務
で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
�
」
と
監
獄
改
革
へ
の
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

パ
リ
国
際
監
獄
会
議
が
我
が
国
に
も
た
ら
し
た
成
果
は
、
議
事
へ
の
参
加
で
は
な
く
、
我
が
国
の
獄
制
に
対
す
る
評
価
の
向
上
に

あ
っ
た
。
こ
れ
に
寄
与
し
た
の
が
、
大
日
本
監
獄
協
会
が
提
出
し
た
模
型
及
び
書
面
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
獄
務
参
考
品
と
し
て
展
覧
室

に
展
示
さ
れ
、
観
覧
者
の
注
目
を
浴
び
�
。
さ
ら
に
、
元
老
院
の
副
議
長
ル
ッ
セ
ル
が
大
日
本
監
獄
協
会
が
提
出
し
た
書
類
に
基
づ
き
、

日
本
の
監
獄
事
業
の
発
展
及
び
現
況
に
関
す
る
演
説
を
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
行
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
小
河
は
「
喝
采
�
々
起
り
、
拍

手
の
音
の
高
き
こ
と
は
、
私
を
し
て
、
此
音
が
恐
く
は
、
我
御
國
ま
で
達
し
た
で
も
あ
ら
う
か
と
思
は
し
め
た
る
程
で
ご
ざ
い
ま
し
た
、

實
に
之
を
聽
い
て
居
り
ま
し
た
私
の
心
中
の
愉
快
は
何
と
も
言
へ
や
う
の
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
�
」
と
興
奮
し
な
が
ら
も
非
常
に
満

足
の
い
く
結
果
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
想
を
述
べ
て
い
�
。

４
�
欧
州
獄
務
調
査

（
�
）
ベ
ル
ギ
ー
獄
務
視
察

　

国
際
監
獄
会
議
終
了
後
、
小
河
は
す
ぐ
に
欧
州
各
国
の
獄
務
調
査
を
開
始
し
た
。
最
初
は
ベ
ル
ギ
ー
に
向
い
、
当
初
二
週
間
位
の
滞

在
予
定
で
あ
っ
た
の
を
三
週
間
に
延
長
し
て
八
月
上
旬
ま
で
精
力
的
に
調
査
し
て
い
る
。
当
時
、
ベ
ル
ギ
ー
の
監
獄
制
度
は
世
界
的
に

最
も
進
歩
し
、
模
範
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
河
に
与
え
た
衝
撃
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
�
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
監
獄
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
「
欧
州
に
渉
り
先
づ
佛
国
を
見
て
其
規
模
の
案
外
に
大
な
る
に

頓
挫
を
來
た
し
進
ん
で
白
耳
義
を
研
究
す
る
に
及
ん
で
盡
善
盡
義
啻
に
建
築
の
外
観
の
み
な
ら
ず
當
局
吏
僚
の
人
物
、
遇
囚
の
規
律
、
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経
済
の
組
織
、
社
会
の
関
係
、
苟
く
も
理
想
の
あ
る
所
盡
く
之
を
事
實
の
上
に
行
用
す
と
云
�
」
と
、
監
獄
建
築
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当

局
官
僚
の
人
物
・
遇
囚
規
律
・
経
済
組
織
・
社
会
関
係
に
至
る
ま
で
「
理
想
の
あ
る
所
盡
く
之
を
事
実
の
上
に
行
用
」
し
て
い
る
こ
と

に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
同
時
に
、「
人
を
し
て
殆
ん
ど
恍
惚
と
し
て
監
獄
学
の
「
ユ
ト
ピ
ア
」
に
遊
ぶ
の
思
ひ
あ
ら
し
め
身
に

大
望
（
帝
國
監
獄
を
し
て
天
下
に
覇
た
ら
し
め
ん
と
す
る
）
あ
る
を
忘
れ
て
一
時
は
將
さ
に
腰
を
折
つ
て
白
耳
義
宗
の
監
獄
傳
道
師
の

前
に
洗
礼
を
受
け
ん
と
欲
す
る
ま
で
に
深
く
ヘ
コ
タ
レ
込
み
申
�
」
と
日
本
の
監
獄
事
業
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。
た
だ
し
、
ベ
ル
ギ
ー
は
小
国
で
あ
り
、
国
庫
も
充
実
し
て
い
る
た
め
に
理
想
的
な
監
獄
を
追
求
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本

が
す
ぐ
に
参
考
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
監
獄
事
業
は
ド
イ
ツ
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
冷
静
に
分
析
し
て
い
る
。

（
�
）
刑
事
人
類
学
国
際
会
議
と
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
獄
務
調
査

　

小
河
は
後
述
の
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
滞
在
中
の
明
治
二
九
年
七
月
に
一
通
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
に
は
八
月
二
四
日
か
ら
二
九
日

ま
で
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
「
第
四
回
刑
事
人
類
学
国
際
会
議
」
に
出
席
す
べ
き
旨
の
訓
令
が
記
さ
れ
て
あ
っ
�
。

　

そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
で
は
刑
事
人
類
学
は
不
評
で
あ
っ
�
。
し
か
し
、
小
河
自
身
は
「
欧
米
各
国
を
席
巻
し
將
さ
に
刑
法
の
機
軸
を
一

轉
せ
ん
す
る
程
の
勢
力
あ
�
」
刑
事
人
類
学
に
学
問
的
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
し
か
も
国
際
会
議
は
留
学
生
に
と
っ
て
は
得
難
い
勉
学

の
機
会
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
河
は
喜
ん
で
準
備
に
か
か
�
、「
新
學
派
を
研
究
す
る
こ
と
斯
道
に
従
事
す
る
者
の
目
下
の
急
務
と
被
存

�
」
と
の
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら
会
議
に
出
席
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
会
議
へ
の
参
加
は
新
学
派
の
知
識
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
我
が
国
の
刑
事
組
織
の
実
況
を
欧
米
諸
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　

ス
イ
ス
で
の
会
議
終
了
後
は
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
巡
閲
し
て
各
地
の
監
獄
実
情
、
ま
た
そ
の
関
連
事
業
の
実
際
を
調
査
し

て
歩
い
た
。
イ
タ
リ
ア
は
刑
法
及
び
監
獄
研
究
の
大
家
を
輩
出
し
、
特
に
刑
事
人
類
学
の
祖
国
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
河

は
「
監
獄
事
情
の
如
き
も
非
常
に
卓
越
進
歩
す
る
所
あ
る
べ
�
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
予
想
に
反
し
改
良
実
績
は
乏
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し
く
、「
劣
等
幼
稚
の
位
地
に
あ
る
を
免
か
れ
�
」
と
失
望
感
を
顕
わ
に
し
た
。
た
だ
し
、
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
監
獄
改
築
を
行
う

予
定
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、「
前
途
好
望
を
羨
み
申
�
」
と
監
獄
改
良
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
好
感
を
示
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
は
重
罪
囚
八
百
人
前
後
を
拘
禁
す
る
ク
レ
ム
ス
（�

）
監
獄
と
監
獄
管
理
を
委
託
さ
れ
女
囚
刑
事
被
告
人
を
管
轄
す
る

私
立
婦
人
協
会
を
調
査
し
た
。「
監
獄
全
体
を
一
個
人
に
受
負
は
し
む
る
組
織
に
外
無
之
事
の
宜
し
き
を
得
た
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
こ

と
勿
論
に
�
」
と
、
小
河
は
監
獄
事
業
を
私
立
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
案
外
弊
害
も

な
く
一
般
に
満
足
の
成
�
」
を
収
め
て
い
る
現
状
に
「
遇
囚
も
規
律
當
局
の
熱
心
感
化
衛
生
の
こ
と
に
至
る
ま
で
比
較
的
大
に
見
る
べ

き
も
の
あ
�
」
と
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

５
�
ド
イ
ツ
に
お
け
る
獄
務
研
究

　

ベ
ル
ギ
ー
出
国
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
入
っ
た
小
河
は
明
治
二
八
年
八
月
一
九
日
に
同
地
の
モ
ア
ビ
ー
ト
監
獄
の
分
房
監
獄
典
獄
ク
ロ
ー

ネ
（K

arlK
roh
n
e

）
を
訪
問
し
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
た
め
留
学
生
活
に
入
っ
た
。
以
後
、
小
河
は
こ
の
モ
ア
ビ
ー
ト
監
獄
を
拠
�

に
獄
務
研
究
へ
の
従
事
に
留
ま
ら
ず
、
処
遇
改
善
・
監
獄
官
吏
養
成
・
監
獄
予
算
・
保
護
事
業
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
く
が
、
そ

の
機
会
を
整
え
た
の
は
清
浦
で
あ
っ
た
。
会
議
後
、
六
月
二
六
日
付
ク
ロ
ー
ネ
発
、
清
浦
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
、「
小
河
氏
の
来
航
は
、

余
の
甚
、
喜
ぶ
所
、
余
は
力
の
及
ぶ
限
り
、
氏
の
研
究
を
補
助
せ
ん
こ
と
を
期
�
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

小
河
は
、
一
〇
月
中
旬
以
降
、
ク
ロ
ー
ネ
に
同
行
し
て
ラ
イ
ン
地
方
の
監
獄
巡
閲
を
行
っ
た
。
通
例
、
こ
の
巡
閲
は
三
年
に
一
度
行

わ
れ
、
県
庁
所
在
地
で
は
県
知
事
が
、
そ
の
他
の
地
方
で
は
知
事
代
理
及
び
郡
長
等
が
列
席
し
、
不
備
が
あ
れ
ば
直
ち
に
指
摘
し
て
改

良
法
が
訓
示
さ
れ
、
巡
閲
は
周
密
丁
重
に
行
わ
れ
て
い
た
。
改
良
方
法
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
最
後
に
調

書
を
作
成
し
、
巡
閲
官
を
は
じ
め
立
会
い
の
知
事
代
理
官
及
び
典
獄
に
署
名
さ
せ
て
内
務
大
臣
へ
の
復
命
書
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
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こ
の
調
書
に
よ
り
各
監
獄
の
治
獄
状
況
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。

　

小
河
は
ド
イ
ツ
に
移
っ
て
最
初
の
通
信
に
て
「
独
逸
の
監
獄
を
見
て
始
め
て
監
獄
ら
し
き
監
獄
を
見
た
る
の
感
�
」
と
第
一
印
象
を

語
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
小
河
は
、
ド
イ
ツ
で
は
監
獄
官
吏
の
数
が
少
な
く
、
監
督
不
充
分
で
あ
る
た
め
に
監
督
遇
囚
は
日
本
の
雑
居

監
獄
の
ほ
う
が
遥
か
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
�
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
監
獄
巡
閲
と
は
違
っ
て
「
監
督
」
で
は
な
く
適
切
な

「
訓
示
」
を
行
っ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
適
切
な
改
良
方
法
に
つ
い
て
調
書
を
作
成
し
、
責
任
の
所
在
も
明
確
に
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

「
統
一
的
改
良
の
目
的
に
適
ひ
候
事
と
健
羨
の
至
り
に
�
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

同
年
一
一
月
頃
か
ら
小
河
は
午
後
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
及
び
行
政
法
等
の
講
義
の
受
講
を
開
始
し
た
。
講
義
内

容
は
小
河
に
と
っ
て
「
事
の
大
体
に
止
ま
り
候
こ
と
故
専
門
家
の
耳
に
は
甚
だ
ハ
ガ
ユ
ク
感
�
」
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
理
論
の
側
面

よ
り
觀
察
す
る
監
獄
の
改
良
説
及
び
實
際
の
側
面
よ
り
歸
納
す
る
法
理
の
適
否
�
」
を
講
じ
る
本
場
ド
イ
ツ
の
監
獄
学
か
ら
多
大
な
る

刺
激
を
受
け
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。
明
治
二
九
年
一
月
に
は
獄
務
講
習
所
に
参
加
し
、
監
獄
理
論
に
と
ど
ま
ら
ず
実
務
研
究
、
出

獄
人
保
護
事
業
、
衛
生
法
な
ど
の
実
践
的
講
義
を
受
講
し
、
知
見
を
広
め
�
。

　

そ
の
後
、
同
年
五
月
か
ら
は
ク
ロ
ー
ネ
の
勧
め
に
よ
り
ボ
ン
大
学
に
転
学
し
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ネ
が
転
学
を
勧
め
た
主
要
な
理
由
は

以
下
の
三
点
で
あ
る
。
①
有
名
な
刑
法
学
者
で
あ
る
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
（
�

）
に
従
学
さ
せ
る
た
め
、
②
ラ
イ
ン
地
方

に
は
新
旧
監
獄
が
散
在
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
獄
制
の
「
粹
美
を
學
び
極
�
」
を
研
究
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
こ
と
、
③
ボ
ン
か
ら
汽
車

で
一
時
間
ほ
ど
の
場
所
に
模
範
的
な
分
房
監
獄
が
新
築
工
事
中
で
、
こ
の
監
獄
建
築
状
況
を
研
究
す
る
た
め
、
で
あ
っ
た
。
他
に
は
ク

ロ
ー
ネ
が
小
河
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
た
こ
と
と
小
河
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
社
会
の
沿
革
実
況
を
知
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
ボ
ン
滞
在
中
の
発
見
と
し
て
、
①
こ
の
地
域
は
殺
傷
罪
が
多
い
こ
�
、
②
出
獄
人
保
護
事
業
に
熱
心
で
あ
る
こ
�
、
の

二
点
を
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
出
獄
人
保
護
事
業
は
規
模
が
大
き
く
て
も
実
績
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
保
護
会
社
の
弊
害
が
指
摘
さ
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れ
、
ま
だ
不
完
全
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
、
し
た
が
っ
て
出
獄
人
保
護
事
業
は
小
規
模
な
民
間
事
業
に
よ
っ
て
運
営
す
る
の
が
良
い
と

し
て
い
�
。

　

以
上
の
よ
う
に
小
河
は
監
獄
巡
閲
に
よ
る
獄
務
調
査
及
び
大
学
留
学
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
獄
務
の
研
究
に
約
一
年
を
費
や
し
た
。
そ
の

結
果
、
ド
イ
ツ
の
監
獄
と
い
え
ど
も
ま
だ
不
完
全
極
ま
り
な
い
旧
式
監
獄
が
存
在
し
、
小
規
模
監
獄
も
意
外
に
多
い
こ
と
、
ま
た
文
明

国
の
監
獄
か
と
思
う
よ
う
な
遇
囚
規
律
が
乱
雑
で
惨
状
を
極
め
た
監
獄
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ド
イ
ツ
監
獄
局
は
こ
れ
ら
の
弊
害
を
是
正
す
る
方
針
を
明
確
化
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
五
、
六
年
後
に
は
改
善
が
な
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
予
想
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
現
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
が
監
獄
費
を
国
庫
支
弁
と
し
て
い
る
が
故
で
あ
り
、

日
本
に
お
い
て
も
全
国
の
監
獄
を
刑
名
・
刑
期
・
年
齢
・
宗
教
・
男
女
等
で
区
別
す
る
た
め
に
監
獄
費
国
庫
支
弁
が
必
要
で
あ
る
と
の

認
識
を
強
め
�
。

６
�
欧
州
調
査
の
総
括

　

小
河
は
明
治
二
九
年
一
二
月
五
日
に
フ
ラ
ン
ス
郵
船
ナ
タ
ル
号
に
て
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
出
港
し
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
翌
年
一
月
九

日
に
神
戸
港
に
到
着
、
翌
日
に
夜
行
列
車
で
京
都
を
出
発
し
た
。
一
二
日
に
新
橋
に
到
着
後
、
麹
町
の
仮
寓
所
に
移
動
し
た
。
政
府
・

監
獄
学
界
は
、
在
欧
中
の
小
河
の
仕
事
に
「
氏
は
独
り
最
近
斬
新
の
監
獄
法
を
講
究
し
来
り
た
る
事
な
れ
ば
定
め
て
是
よ
り
は
監
獄
事

業
の
刷
新
を
来
す
べ
き
こ
と
あ
ら
�
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
明
治
三
〇
年
四
月
二
五
日
、
獄
事
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
樺
山
資
紀
内
務

大
臣
を
は
じ
め
多
く
の
名
士
の
出
席
を
得
て
、
盛
大
な
集
ま
り
と
な
っ
た
。
小
河
は
パ
リ
国
際
監
獄
会
議
及
び
欧
州
獄
務
視
察
の
成
果

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
総
括
し
、
演
説
し
た
。

　

今
回
の
欧
州
調
査
を
通
じ
て
小
河
が
下
し
た
結
論
は
、
欧
州
諸
国
の
監
獄
事
業
と
そ
の
実
状
を
我
が
国
と
比
較
し
た
場
合
、
我
が
国
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の
監
獄
は
「
極
め
て
幼
稚
の
境
遇
に
在
�
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
の
監
獄
は
「
未
だ
監
獄
改
良
の
着
手
だ
に
な
�
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
改
正
条
約
実
施
後
は
ま
す
ま
す
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
外
国

人
が
我
が
国
の
監
獄
に
注
目
し
、
実
状
を
調
査
す
る
で
あ
ろ
う
と
懸
念
し
て
い
る
。「
監
獄
事
業
の
整
否
を
以
て
、
一
國
文
明
の
消
長

を
卜
す
べ
し
と
い
ふ
西
洋
の
格
�
」
も
あ
り
、
国
家
の
体
面
を
保
つ
必
要
か
ら
監
獄
事
業
の
改
良
は
急
務
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
「
是
れ
ま
で
の
自
惚
心
と
い
ふ
も
の
を
す
ツ
か
り
な
�
」
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
欧
州
出
発
前
の
小
河
自
身
の
発
言
を
戒
め

る
か
の
よ
う
な
忠
告
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
河
は
各
国
と
の
監
獄
参
観
の
相
違
に
つ
い
て
も
触
れ
、
香
港
で
は
比
較
的
容
易
に
監
獄
参
観
が
で
き
、
広
く
門
戸
を
開
い

て
い
る
が
、
欧
州
各
国
で
は
「
監
獄
の
門
戸
と
い
ふ
も
の
は
中
々
嚴
重
に
外
人
の
前
に
閉
鎖
せ
ら
れ
て
あ
る
の
実
況
で
ご
ざ
い
ま
す
�
」

と
述
べ
て
い
る
。
欧
州
各
国
が
監
獄
参
観
を
容
易
に
認
め
て
い
な
い
理
由
は
、
第
一
に
人
権
を
重
ん
じ
る
た
め
、
第
二
に
公
益
を
害
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
の
趣
旨
か
ら
で
あ
っ
た
。
我
が
国
で
は
監
獄
参
観
の
許
可
を
比
較
的
容
易
に
与
え
て
い
る
が
、
参
観
希
望
の

外
国
人
の
中
に
は
監
獄
事
業
に
全
く
関
係
の
な
い
者
も
お
り
、「
不
充
分
な
る
通
辯
を
連
れ
て
参
�
」
こ
と
に
よ
っ
て
と
ん
で
も
な
い

誤
解
を
与
え
る
こ
と
も
あ
�
と
注
意
を
促
し
、
敢
て
外
国
人
の
監
獄
参
観
を
拒
絶
す
る
必
要
は
な
い
が
、
手
続
を
設
け
て
参
観
希
望
者

の
取
調
べ
を
行
う
な
ど
幾
ら
か
の
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
外
国
人
参
観
が
多
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
東
京
や
開
港
場
の
監
獄
で
は
監
獄
署
職
員
に
「
相
當
の
通
譯
�
」
が
必
要
に
な
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

　

外
国
人
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
個
別
処
遇
と
分
房
制
の
整
備
を
強
調
し
た
。
小
河
が
分
房
制
を
監
獄
唯
一
の
方
法
と
推
奨
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
個
別
処
遇
の
目
的
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
分
房
制
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
個
人
的
と
申
し
ま

す
る
事
柄
は
、
或
は
不
統
一
か
の
如
き
、
外
観
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
其
實
却
つ
て
眞
正
な
る
公
平
統
一
の
主
義
に
適
し
て
居
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
刑
罰
の
公
平
均
一
の
要
義
と
い
ふ
も
の
は
、
個
人
的
遇
囚
法
に
因
り
て
、
始
め
て
能
く
貫
徹
す
る
こ
と
が
出
來
�
」
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と
し
た
。
欧
州
の
大
都
会
の
監
獄
で
は
常
に
多
数
異
種
の
人
類
を
拘
禁
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
囚
徒
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

囚
徒
の
間
で
祭
日
の
休
役
に
関
す
る
事
柄
に
配
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
習
慣
を
尊
重
し
て
風
俗
に
適
し
た
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
る
。
我
が

国
に
お
い
て
も
外
国
人
を
拘
禁
す
る
場
合
に
は
な
る
べ
く
固
有
の
習
慣
・
風
俗
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
工
夫
を
講
じ
る
こ
と
は
勿
論
、

特
に
宗
教
上
の
関
係
に
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
欧
州
各
国
の
監
獄
は
男
監
・
女
監
・
幼
年
監
の
三
者

を
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
組
織
を
別
に
し
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
場
所
を
隔
絶
し
て
い
る
だ
け
で
男
女
の
区
別
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、

同
一
監
獄
内
に
設
置
し
て
い
る
た
め
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
問
題
解
決
に
向
け
て
小
河
が
提
示
し
た
解
決
策
は
、
監
獄
建
築
の
改
善
と
監
獄
官
吏
の
養
成
で
あ
っ
た
。「
完
全
な
る
監
獄

構
造
法
標
準
な
る
も
の
を
制
定
い
た
し
、
一
面
に
は
監
獄
着
手
の
順
序
を
確
立
致
し
ま
し
て
、
大
に
中
央
監
獄
行
政
機
關
に
置
い
て
、

建
築
の
設
計
及
び
工
事
の
監
督
に
任
ぜ
し
む
る
と
い
ふ
こ
�
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
際
に
国
内
で
専
門
の
監
獄
技
師
を
手
配
す

る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
当
分
は
外
国
人
を
招
聘
す
る
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
監
獄
官
吏
養
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前

提
条
件
と
し
て
監
獄
官
吏
の
待
遇
改
善
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
欧
州
、
特
に
ド
イ
ツ
で
は
監
獄
官
吏
は
終
身
官
で
、
監
獄

官
吏
の
更
迭
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
ま
た
欧
州
で
は
「
監
獄
の
機
關
が
整
頓
し
た
が
爲
め
に
、
之
を
運
轉
す
る
に
足
る
適
當
の
技
師
、

即
ち
有
爲
の
監
獄
官
吏
を
必
要
と
す
る
今
日
の
有
�
」
で
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
「
肝
腎
の
機
關
も
整
頓
し
て
居
ら
�
」
た
め
、
適
切

な
技
師
、
す
な
わ
ち
良
い
人
材
を
得
る
た
め
に
は
政
府
が
待
遇
を
見
直
し
、
一
層
の
改
善
を
図
る
よ
う
主
張
し
て
演
説
を
締
め
括
っ
て

い
る
。

　

小
河
が
示
し
た
最
新
の
調
査
結
果
と
課
題
提
起
は
、
日
本
監
獄
が
抱
え
る
問
題
点
を
明
確
に
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
説
得
力
を
持
ち
、

監
獄
関
係
者
の
み
な
ら
ず
明
治
政
府
に
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
後
の
「
監
獄
則
」
改
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
に
明
治
四
一
年
「
監
獄
法
」

起
草
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。 

（　
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二　

イ
ギ
リ
ス
の
日
本
監
獄
参
観
と
収
監
外
国
人
処
遇
改
善
要
求

　
（
一
）
横
濱
商
業
会
議
所
（Y

okoham
a
G
eneralC

ham
ber
of
C
om
m
erce

）
所
員
に
よ
る
監
獄
視
察

　

領
事
裁
判
権
撤
廃
に
よ
り
自
国
民
が
日
本
の
監
獄
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら

し
き
り
に
外
国
人
収
容
予
定
の
監
獄
参
観
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
が
横
濱
商
業
会
議
所
所
�
に
よ
る
巣
鴨
・
鍛
冶
橋
・
市
ヶ
谷
監

獄
参
観
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
一
年
四
月
一
日
、
改
正
条
約
実
施
準
備
委
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
監
獄
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
た
横
濱
商
業
会
議
所
所
員

が
上
京
し
、
同
月
六
日
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（R
.D
.R
obinson

）、
ミ
シ
ェ
ル
（W

.T
.M
itchell

）、
キ
ー
ル
ビ
ー
（E

.F
lint
K
ilby

）
の
三

名
が
巣
鴨
監
獄
を
、
同
年
五
月
一
八
日
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
モ
ー
ル
ス
（Jam

es
R
M
orse

）、
モ
リ
ソ
ン
（I.P

M
ollison

）、
ブ
ラ
ム

ホ
ー
ル
（G

.W
.B
ram
hall

）、
ナ
ッ
フ
（E

.K
naff

）、
キ
ー
ル
ビ
ー
の
六
名
が
鍛
冶
橋
・
市
ヶ
谷
監
獄
を
内
務
省
監
獄
局
小
河
滋
次
郎

事
務
官
の
案
内
で
視
察
し
た
。
彼
ら
は
監
獄
の
現
状
と
問
題
点
を
「
横
濱
商
業
會
議
所
々
員
監
獄
視
察
報
告
�
」
に
ま
と
め
、
同
年
六

月
一
五
日
に
提
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
巣
鴨
監
�
の
視
察
で
所
員
が
得
た
印
象
は
、
①
計
画
的
に
建
築
さ
れ
た
監
獄
で
あ
る
こ
と
、
②
囚
徒
へ
の
管

理
が
行
き
届
き
、
囚
徒
の
健
康
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。「
建
築
制
度
ノ
完
美
セ
ル
コ
ト
ハ
驚
嘆
ス
ル
外

ナ
シ
」
と
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
員
が
巣
鴨
監
獄
の
設
備
等
に
好
感
を
持
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
所
員
が
高

く
評
価
し
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
っ
た
。

　

①
監
獄
建
築
・
構
造

　

・
煉
化
石
で
堅
固
に
建
築
し
て
い
る
こ
と
。
各
監
房
の
床
に
は
堅
牢
の
敷
物
を
敷
き
、
壁
は
煉
化
石
で
築
き
、
外
部
を
き
れ
い
に

（　
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塗
っ
て
い
る
。

　

・
各
監
房
に
は
ト
ラ
ム
リ
ン
式
に
開
閉
す
る
外
壁
に
�
窓
を
設
け
て
い
る
た
め
に
監
房
内
が
明
る
く
、
空
気
の
流
通
も
ス
ム
ー
ズ
で

あ
る
。
便
所
の
周
囲
に
木
製
の
欄
を
繞
ら
せ
、
屎
尿
は
囚
徒
に
外
部
か
ら
掃
除
さ
せ
て
清
潔
を
保
っ
て
い
る
。

　

・
浴
室
は
広
く
て
立
派
、
清
潔
で
あ
る
。
病
囚
に
は
毎
日
入
浴
を
許
可
し
、
平
常
は
週
三
回
入
浴
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
硫
黄
を
多

量
に
混
入
し
た
薬
湯
も
設
置
し
て
い
る
。
浴
室
に
つ
い
て
は
「
感
嘆
の
外
な
し
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

　

②
監
獄
管
理

　

・
囚
徒
は
善
い
待
遇
を
受
け
残
酷
な
扱
い
を
な
さ
れ
た
事
跡
が
な
く
、
囚
徒
が
虐
待
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
畏
縮
的
態
度
も
み
ら
れ
な

い
。

　

・
基
督
教
牧
師
も
教
導
の
た
め
に
自
由
に
監
房
内
へ
入
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

・
清
潔
な
厨
房
で
囚
徒
の
食
事
を
調
理
し
て
い
る
。
就
業
の
如
何
、
或
は
処
罰
に
依
っ
て
食
料
の
多
寡
を
給
付
す
る
が
、
囚
徒
は
少

量
の
食
料
と
雖
も
生
命
を
保
維
す
る
こ
と
に
は
足
り
て
お
り
、
一
時
の
処
罰
と
し
て
減
食
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
満
足
の
い
く
量

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
所
員
は
以
下
の
点
に
つ
き
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

・
日
本
人
囚
徒
に
給
す
る
食
物
が
外
国
人
に
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
減
食
の
量
お
よ
び
品
質
に
関
し
て
、
日
本
人
に

は
適
す
る
が
肉
食
で
生
育
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
は
滋
養
の
度
合
い
が
違
う
た
め
に
外
国
人
の
た
め
に
減
食
の
法
を
改
良
す
べ
き

こ
と
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
小
河
滋
次
郎
が
外
国
人
囚
徒
に
対
し
減
食
の
法
を
改
良
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　

・
煖
室
の
設
備
が
な
い
た
め
冬
期
冷
寒
の
際
に
は
監
房
を
暖
め
る
必
要
が
あ
�
。

　

・
外
国
人
の
入
監
す
る
監
房
内
に
は
日
本
家
屋
内
に
あ
る
家
具
し
か
備
え
て
お
ら
ず
、
外
国
人
に
適
し
た
家
具
を
設
備
す
べ
き
で
あ

（　

）
113る
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る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
所
員
は
巣
鴨
監
獄
に
つ
い
て
「
此
監
獄
署
は
歐
米
の
建
造
と
比
較
上
優
等
た
る
こ
と
は
事
實
な
り
」
と
賞
賛
し
、

「
此
報
告
書
は
日
本
當
時
に
於
け
る
有
数
の
巣
鴨
監
獄
視
察
に
就
て
の
一
斑
に
し
て
地
方
管
轄
の
監
獄
全
般
の
状
態
も
如
斯
も
の
な
り

と
臆
断
す
る
勿
ら
ん
こ
と
を
望
む
」
と
結
ん
で
い
る
。
巣
鴨
に
つ
い
て
は
外
国
人
改
正
条
約
実
施
準
備
委
員
の
眼
か
ら
み
て
満
足
の
い

く
結
果
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
�
。

　

こ
れ
に
対
し
て
鍛
冶
橋
・
市
ヶ
谷
両
監
獄
の
評
価
は
散
々
た
る
も
の
で
、
所
員
は
極
め
て
強
い
不
快
感
を
示
す
と
と
も
に
以
下
の
問

題
点
を
指
摘
し
�
。

　

①
女
監
改
良
の
必
要
性

　

鍛
冶
橋
監
獄
に
設
置
さ
れ
て
い
る
女
監
、
及
び
婦
女
を
拘
禁
す
る
市
ヶ
谷
監
獄
と
も
に
極
め
て
多
数
の
囚
徒
を
拘
禁
し
て
い
る
た

め
に
衛
生
制
度
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
室
内
も
暗
く
、
監
房
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
鳥
籠
と
称
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
両
監
獄
と
も
に
女
囚
保
護
の
目
的
に
程
遠
く
、「
最
下
等
の
外
國
人
と
雖
と
も
到
底
堪
へ
難
か
ら
さ
る
次
第
に
有
之
候
」

と
強
く
非
難
し
て
い
る
。

　

②
監
獄
建
築
・
獄
舎
構
造
の
古
さ

　

鍛
冶
橋
監
獄
は
二
十
五
年
乃
至
三
十
年
前
の
古
い
建
造
物
で
あ
る
た
め
、
監
獄
・
門
戸
・
事
務
室
及
び
附
属
建
物
な
ど
が
日
本
風

の
二
階
建
て
で
、
修
繕
も
行
き
届
い
て
い
な
い
。
建
築
当
時
な
ら
ば
目
的
を
恰
当
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
目
下
の
状
態
に
は
不
適
当

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
同
監
獄
の
最
大
の
欠
点
は
獄
舎
が
可
燃
質
の
木
造
で
あ
り
、
燈
火
に
石
油
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
火
災
の
際
に
囚
徒
は
最
も
危
険
に
晒
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
木
造
監
獄
に
外
国
人
を
拘
禁
し
た
場
合
に
は
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
示
唆
し
て
い
る
。

（　
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市
ヶ
谷
監
獄
は
木
柵
で
監
房
を
取
り
囲
み
、
冬
季
に
は
防
寒
の
た
め
に
そ
の
上
に
紙
を
貼
付
し
て
い
る
が
、
防
寒
面
は
不
備
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
室
内
が
非
常
に
狭
い
た
め
に
夏
季
炎
天
の
際
に
は
非
常
に
苦
痛
を
感
じ
る
。
市
ヶ
谷
監
獄
の
最
大
の
欠

点
は
懲
治
監
で
あ
り
、
外
部
か
ら
見
る
と
土
蔵
と
間
違
う
よ
う
な
獄
舎
で
あ
る
。
非
常
に
狭
い
た
め
に
空
気
の
流
通
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
炎
天
下
に
外
国
人
を
一
日
で
も
拘
禁
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
生
命
も
危
う
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
批
判
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
両
監
獄
と
も
に
狭
い
監
房
に
多
数
の
囚
徒
を
拘
禁
し
す
ぎ
て
お
り
、
寝
返
り
も
う
て
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

③
衛
生
面
の
不
備

　

室
内
の
衛
生
が
行
き
届
か
ず
、
空
気
の
流
通
も
悪
い
た
め
に
臭
気
が
室
内
に
籠
も
っ
て
し
ま
う
。
原
因
の
一
つ
が
便
所
で
あ
る
。

便
器
は
木
製
の
桶
で
、
囚
徒
十
二
名
乃
至
十
四
名
の
共
同
使
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
掃
除
は
一
日
一
回
だ
け
で
あ
る
。
監
獄
構
造
が
不

完
全
な
こ
と
も
影
響
し
、
建
物
内
に
臭
気
が
充
満
し
て
こ
れ
が
疾
病
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
洗
濯
法
も
極
め
て
古
風
で

不
完
全
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
数
の
囚
徒
を
拘
禁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衛
生
上
の
配
慮
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
る
。

　

④
食
物
給
与

　

食
物
は
米
麦
混
淆
で
、
副
食
物
と
汁
を
少
量
、
漬
物
を
給
し
て
い
る
が
、
野
菜
の
量
が
少
な
く
、
食
物
が
余
り
に
粗
悪
で
量
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鍛
冶
橋
監
獄
の
監
獄
官
吏
は
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
囚
徒
を
例

に
挙
げ
、
同
人
に
は
日
本
人
囚
徒
よ
り
五
割
増
し
の
食
物
を
給
し
て
い
る
と
弁
解
し
て
い
る
。

　

以
上
の
問
題
点
に
対
し
て
、
横
濱
商
業
会
議
所
所
員
が
提
示
し
た
解
決
策
は
監
獄
費
国
庫
支
弁
の
回
復
で
あ
っ
た
。
所
員
は
報
告
書

の
中
で
、
巣
鴨
監
獄
と
鍛
冶
橋
・
市
ヶ
谷
両
監
獄
に
処
遇
差
が
生
じ
た
原
因
を
「
特
ニ
注
意
ス
可
キ
ハ
巣
鴨
監
獄
ハ
政
府
直
轄
ニ
属
シ

地
方
團
体
ノ
管
轄
ノ
下
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
如
實
完
美
ナ
ル
組
織
ヲ
有
ス
ル
・
・
・
前
記
二
監
獄
・
・
・
巣
鴨
監
獄
署
・
・
・
ト
正
反
對
ナ
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ラ
サ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ハ
実
ニ
遺
憾
ト
ス
ル
処
ナ
リ
蓋
シ
該
二
監
獄
ハ
地
方
経
済
ノ
下
ニ
立
ツ
モ
ノ
タ
�
」
と
し
て
監
獄
費
の
分
担
に
起
因

す
る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巣
鴨
監
獄
が
政
府
直
轄
で
あ
る
と
の
記
述
は
誤
り
�
、
内
務
省
側
が
こ
の
箇
所
を
「
誤
解
」

と
訂
正
し
て
い
�
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
旧
式
監
獄
及
び
警
察
署
の
大
半
は
外
国
人
を
収
監
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
場
所
に
外
国
人
を
拘
禁
す
る
の
は
「
正
義
ノ
観
念
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
ザ
ル
可
ラ
ズ
」
と
非
難
し
て
監
獄
費
国
庫
支
弁
の
下
で

中
央
政
府
に
監
獄
諸
般
の
権
能
を
総
合
統
括
し
、
開
港
場
そ
の
他
二
、
三
の
都
府
に
外
国
人
を
拘
禁
す
る
に
適
し
た
監
獄
を
増
築
す
べ

き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
「
第
十
三
通
常
議
会
（
帝
国
議
会
）
に
於
て
該
法
案

（
監
獄
費
国
庫
支
弁
案
）
が
必
ず
通
過
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
（　

）
は
筆
者
補
注
」
と
期
待
を
寄
せ
る
一
方
で
、
法
案
が
通
ら
ず
監
獄

の
改
善
が
望
め
な
い
場
合
に
は
「
外
国
人
は
必
ず
不
平
不
満
を
抱
き
国
際
上
の
衝
突
及
び
紛
議
を
匿
起
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
警
告
で

報
告
書
は
結
ば
れ
て
い
�
。
こ
の
報
告
書
は
外
国
人
処
遇
に
関
す
る
理
論
的
支
柱
を
示
し
て
監
獄
整
備
を
強
化
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

政
府
関
係
者
に
対
し
て
監
獄
費
国
庫
支
弁
案
成
立
へ
の
強
い
危
機
感
を
か
き
た
て
た
。

（
二
）
英
国
公
使
の
要
求

　

明
治
三
一
年
一
一
月
一
七
日
、
英
国
公
使
か
ら
外
国
人
処
遇
に
関
す
る
要
望
書
が
青
木
周
蔵
外
務
大
臣
を
通
じ
て
西
郷
従
道
内
務
大

臣
に
提
出
さ
れ
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ン
ネ
ッ
ト
（M

aurice
E
dw
ard
B
ennet

）
は
神

戸
に
お
い
て
物
品
騙
取
・
詐
欺
の
嫌
疑
で
警
察
官
に
逮
捕
さ
れ
、
横
浜
に
護
送
さ
れ
た
。
最
初
ベ
ン
ネ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国

民
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
合
衆
国
領
事
に
承
認
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
に
今
度
は
英
国
臣
民
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
英
国
領
事

官
に
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
横
浜
監
獄
に
監
禁
さ
�
�
。
そ
の
際
に
、
ベ
ン
ネ
ッ
ト
は
自
身
が
横
浜
監
獄
で
受
け
た
扱
い
に
つ
い
て
英
国

総
領
事
代
理
に
以
下
の
よ
う
に
陳
述
を
し
た
。「
食
事
の
時
間
に
小
さ
な
カ
ッ
プ
に
一
杯
だ
け
水
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
ほ
か
の
時

（　
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間
に
水
を
頼
ん
で
も
拒
否
さ
れ
た
。
何
度
も
頼
み
続
け
た
が
、
看
守
の
返
答
は
な
か
っ
た
。・
・
・
の
ど
が
渇
き
す
ぎ
て
食
事
も
の
ど

を
通
ら
ず
、
も
は
や
我
慢
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
水
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
が
、
看
守
は
私
を
見
て
嘲
笑
し
た
。
私
は
ド

ア
を
叩
き
な
が
ら
叫
び
、
水
を
懇
願
し
た
が
、
主
席
看
守
は
私
を
別
の
房
に
連
れ
出
す
よ
う
命
令
し
た
。
小
さ
く
て
暗
い
房
で
私
は
動

揺
し
、
再
び
ド
ア
を
叩
き
叫
び
始
め
た
。
同
じ
看
守
が
つ
い
に
水
を
持
っ
て
き
た
が
、
彼
は
縄
も
持
っ
て
き
て
お
り
、
私
は
後
ろ
手
に

縛
ら
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
き
つ
く
縛
ら
れ
す
ぎ
た
た
め
に
、
私
の
顔
は
青
ざ
め
、
嘔
吐
し
た
。
私
は
き
つ
く
縛
り
す
ぎ
て
い
る
と
叫
ん

だ
が
、
看
守
は
何
も
言
わ
ず
嘲
笑
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。・
・
・
私
は
運
動
の
時
間
も
与
え
ら
れ
ず
、
別
の
日
に
は
囚
人
に
支
給
さ
れ

た
塩
を
わ
ざ
と
顔
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
�
」
と
監
獄
で
受
け
た
虐
待
行
為
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
陳
述
に
基
づ
い
て
英
国
総

領
事
代
理
は
典
獄
に
種
々
の
質
問
を
し
て
い
る
が
、「
な
ぜ
囚
人
に
は
水
を
与
え
ず
、
縄
で
縛
る
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
囚
人
た

ち
が
『
大
変
や
か
ま
し
い
』
か
ら
だ
」
と
主
席
看
守
は
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
日
本
政
府
に
対
し
て
「
外
国

人
所
遇
ニ
関
ス
ル
英
国
公
使
ノ
覚
�
」
を
提
出
し
、
外
国
人
の
取
扱
に
対
し
て
以
下
の
三
つ
の
問
題
点
を
示
唆
し
た
。

　

①　

囚
徒
に
給
与
す
る
水
が
適
量
と
は
程
遠
い
。

　

②　

裁
判
を
待
つ
間
、
書
籍
や
清
潔
な
下
着
を
支
給
す
る
な
ど
多
く
の
こ
と
を
容
認
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
暇
を
推
進
し
、
さ

ら
に
運
動
の
時
間
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

　

③　

横
浜
監
獄
で
実
施
さ
れ
て
い
る
懲
戒
方
法
を
欧
米
人
に
適
用
す
る
に
は
厳
酷
す
ぎ
る
。
監
房
は
暗
く
、
狭
小
す
ぎ
て
大
の
字
に

横
た
わ
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
欧
米
人
に
は
適
さ
な
い
。
囚
徒
は
暑
さ
や
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
盛
夏
に
水

も
与
え
ら
れ
ず
に
監
房
に
幽
閉
さ
れ
る
の
は
す
ぐ
に
精
神
錯
乱
に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
規
律
を
守

ら
な
い
囚
徒
を
制
御
す
る
た
め
に
網
縄
を
用
い
る
こ
と
を
非
難
は
し
な
い
が
、
血
液
循
環
を
妨
げ
る
虞
が
あ
る
た
め
凶
暴
を
制

御
す
る
た
め
に
有
害
の
虞
の
な
い
緊
真
な
上
衣
を
用
い
る
ほ
う
が
良
い
。
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条
約
改
正
が
実
現
し
た
と
は
い
え
、
と
に
か
く
外
国
人
犯
罪
者
に
対
し
厳
正
確
実
な
刑
の
執
行
が
果
た
し
て
で
き
る
の
か
と
の
危
惧

の
念
が
強
く
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
「
監
獄
當
局
者
ニ
注
意
ヲ
促
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
ナ
リ
」
と
締
め
括
っ
て
日
本
監
獄
内
に
お
け
る

外
国
人
収
監
者
に
対
す
る
処
遇
を
牽
制
す
る
と
と
も
に
日
本
政
府
に
対
し
外
国
人
処
遇
へ
の
配
慮
を
迫
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
改
正
条
約
実
施
直
前
の
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
一
一
日
、
神
戸
在
住
外
国
人
に
よ
る
万
国
内
地
雑
居
準
備
委
員
会

（T
h
e
K
ob
e
In
tern
ation

alC
om
m
ittee

）
六
名
が
外
国
人
処
遇
の
準
備
状
況
視
察
の
た
め
兵
庫
県
監
獄
を
参
観
し
た
こ
と
が
兵
庫

イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
新
聞
（T

h
e
H
iog
o
E
v
en
in
g
N
ew
s

）
と
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
新
聞
（T

h
e
K
ob
e
C
h
ron
icle

）
で
報
道
さ
れ

�
。
参
観
に
同
行
し
た
新
聞
記
者
た
ち
は
外
国
人
用
に
新
設
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
居
房
構
造
や
準
備
さ
れ
た
清
潔
な
衣
類
、
西
洋
料
理
の

経
験
の
あ
る
コ
ッ
ク
に
よ
る
外
国
人
囚
徒
用
の
特
別
食
、
囚
徒
が
自
由
に
飲
め
る
給
水
箱
な
ど
を
検
分
し
、
お
お
む
ね
妥
当
な
処
遇
で

あ
る
と
納
得
し
て
い
る
が
、
湯
タ
ン
ポ
を
暖
房
に
代
え
る
措
置
に
つ
い
て
は
危
惧
の
念
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
事
に
は
監

獄
参
観
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
監
獄
で
欧
米
人
に
は
日
本
人
と
区
別
し
た
特
別
処
遇
を
な
す
べ
き
こ
と
を
強
硬
に
主
張
し
た
こ
と
、

こ
れ
に
対
し
て
、
内
務
省
当
局
は
、
行
刑
の
本
義
が
「
処
遇
の
公
平
」
で
あ
る
と
の
立
場
を
崩
さ
な
い
も
の
の
「
風
俗
習
慣
を
異
に
す

る
外
国
人
に
個
別
的
配
慮
を
す
る
こ
と
は
実
質
的
な
公
平
に
な
る
」
と
の
見
解
で
イ
ギ
リ
ス
の
要
請
に
応
じ
、
日
本
人
と
は
違
う
特
別

処
遇
を
行
う
と
約
束
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
内
務
省
は
イ
ギ
リ
ス
の
感
情
を
害
し
、
外
交
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
強
く

心
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
対
応
が
か
な
り
及
び
腰
で
あ
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

結
果
的
に
日
本
政
府
は
改
正
条
約
に
最
初
に
調
印
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
緊
要
な
実
務
課
題
と
な
っ

て
い
た
外
国
人
の
拘
禁
対
策
に
対
し
て
苦
渋
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
処
遇
改
善

要
求
は
外
国
人
処
遇
問
題
の
解
決
と
関
連
し
て
、
日
本
政
府
の
配
慮
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
処
遇
面
の
改
善
だ
け
で
は
な
く

財
政
面
の
抜
本
的
改
革
、
す
な
わ
ち
監
獄
費
国
庫
支
弁
回
復
に
よ
る
財
政
的
裏
付
け
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
法
権
を
回

（　

）
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復
し
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
は
日
本
外
交
を
圧
す
る
力
を
依
然
と
し
て
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
監
獄
に

お
け
る
外
国
人
処
遇
へ
の
懸
念
に
対
す
る
外
圧
が
処
遇
改
善
に
止
ま
ら
ず
、
監
獄
費
国
庫
支
弁
法
案
へ
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

三　

明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
改
正

　
（
一
）
全
国
典
獄
会
議
に
お
け
る
外
国
人
処
遇
規
定
の
整
備

　

改
正
条
約
実
施
に
よ
り
、
外
国
人
犯
罪
が
急
増
し
て
我
が
国
の
治
安
に
影
響
を
与
え
、
監
獄
も
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た

な
問
題
へ
の
対
応
を
日
常
的
に
行
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
だ
が
、
外
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
生
活
風
土
が
あ
る
た
め
、
言
語
の
み

な
ら
ず
、
食
習
慣
・
風
俗
・
文
化
・
生
活
様
式
等
を
我
が
国
と
異
に
し
て
い
る
外
国
人
被
収
容
者
を
日
本
人
と
同
様
に
一
律
・
画
一
的

に
扱
う
の
は
処
遇
の
実
質
的
公
平
性
を
欠
く
場
合
が
生
じ
う
る
。
小
河
滋
次
郎
の
獄
務
調
査
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
監
獄
参
観
の
結
果
を

う
け
て
、
必
ず
し
も
組
織
的
な
経
験
の
蓄
積
が
な
か
っ
た
外
国
人
犯
罪
に
対
処
す
る
新
た
な
問
題
に
対
し
て
、
我
が
国
が
ど
の
よ
う
に

把
握
し
対
処
し
て
い
く
の
か
。
今
後
の
我
が
国
の
国
際
化
、
多
文
化
共
生
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
処
遇
対
策

に
お
け
る
最
初
の
活
動
は
、
府
県
監
獄
の
長
で
あ
る
典
獄
か
ら
外
国
人
拘
禁
に
関
し
て
予
想
さ
れ
う
る
処
遇
遂
行
上
の
問
題
点
を
聞
き

出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
〇
年
七
月
三
日
か
ら
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
典
獄
会
議
は
欧
米
外
国
人
の
収
容
・
処
遇

問
題
の
協
議
に
費
や
さ
れ
た
。

　

樺
山
資
紀
内
務
大
臣
は
、
こ
の
意
を
体
し
、
歴
史
的
局
面
で
あ
る
外
国
人
拘
禁
処
遇
の
重
要
性
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
追
々
時
勢
ハ
進
歩
シ
マ
ス
ル
シ
殊
ニ
近
年
彼
ノ
改
正
絛
約
ノ
實
施
ト
云
フ
場
合
ニ
ナ
ツ
テ
來
マ
シ
タ
之
ニ
就
テ
ハ
日
本
ノ
開
國
以

來
未
曾
有
ノ
事
デ
ア
ツ
テ
各
般
ノ
制
度
上
ニ
付
テ
餘
程
此
外
國
人
ヲ
我
カ
法
律
ノ
下
ニ
安
ン
ジ
サ
セ
ル
ト
云
フ
事
ニ
付
マ
シ
テ
ハ
容
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易
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
テ
夫
々
注
意
モ
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
法
律
ヤ
何
カ
モ
幾
分
カ
更
正
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
御
承
知
ノ
通
リ
此
監
獄
制
度
上
ニ
付
マ

シ
テ
ハ
固
ヨ
リ
外
國
人
ノ
拘
禁
等
ニ
就
テ
ハ
夫
々
御
研
究
モ
下
サ
レ
御
注
意
下
サ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
斯
ノ
亜
細
亜
ノ
人
種
ヨ
リ
違
ツ
タ

歐
米
人
等
ニ
於
テ
ハ
衣
食
住
各
々
異
ナ
ツ
テ
居
ル
夫
ニ
付
テ
ハ
兎
角
夫
々
適
當
ナ
ル
方
法
モ
取
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
テ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ

マ
ス
能
ク
此
事
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
將
來
ノ
事
諸
君
ニ
於
テ
深
ク
御
注
意
下
サ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
カ
ラ
此
今
日
ノ
御
諮
問
申
シ
タ
件
々
等

ニ
就
テ
モ
充
分
御
注
意
ヲ
願
ヒ
タ
イ
・
・
・
宜
シ
ク
囚
人
ニ
對
シ
テ
ハ
言
語
等
其
當
ヲ
得
テ
夫
々
其
宜
シ
キ
ヲ
得
ン
ト
云
フ
コ
ト
カ

必
要
テ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
夫
レ
カ
ラ
囚
徒
ハ
多
數
ノ
者
テ
モ
ア
リ
此
個
人
ヲ
夫
々
待
遇
ス
ル
處
ノ
即
其
職
業
其
他
各
種
ノ
事
情
等

ニ
依
リ
マ
シ
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
相
當
ナ
ル
其
業
ニ
對
シ
其
事
情
ニ
依
テ
宜
シ
ク
囚
人
ノ
警
戒
ヲ
加
ヘ
テ
第
一
此
悔
悛
ヲ
サ
セ
ル
ト
云
フ

コ
ト
カ
誠
ニ
必
要
ナ
事
テ
ア
ル
・
・
�
」

　

樺
山
は
、
改
正
条
約
実
施
後
の
外
国
人
拘
禁
に
お
い
て
は
、「
勢
ひ
獄
舎
の
改
築
其
の
他
諸
種
の
改
良
を
爲
さ
ゞ
る
可
か
ら
�
」、
又
、

「
慎
重
に
慎
重
の
注
意
を
加
へ
て
緩
嚴
其
の
度
を
異
に
す
る
こ
�
」
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
唆
す
る
と
と
も
に
、

囚
人
処
遇
に
関
し
て
は
個
人
的
関
係
を
省
察
し
て
各
々
そ
の
待
遇
を
な
す
べ
き
で
、
幼
老
強
弱
等
身
体
健
康
の
度
合
を
異
に
す
る
も
の

は
そ
の
取
扱
上
相
当
の
保
護
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
小
河
滋
次
郎
と
共
通
の
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、
小
河
の
欧
州
獄

務
調
査
に
も
言
及
し
、「
監
獄
改
造
ニ
付
テ
モ
今
申
ス
通
リ
文
明
ノ
國
テ
モ
今
ニ
適
セ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
聞
キ
マ
シ
タ
カ
ラ
余
程
之
モ

講
究
シ
テ
此
時
勢
ニ
適
當
ナ
ル
構
造
ヲ
計
圖
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
�
」
と
強
調
し
た
。

　

審
議
で
は
、「
改
正
絛
約
實
施
後
外
國
人
を
拘
禁
す
る
場
合
に
敢
て
風
俗
習
慣
の
異
同
國
際
上
の
關
係
等
に
依
り
自
ら
其
処
遇
を
異

に
す
る
の
必
要
あ
る
べ
�
」
と
の
趣
旨
か
ら
、
諮
問
事
項
一
九
項
�
が
議
論
さ
れ
た
。
以
下
に
要
点
を
述
べ
る
。

　

一　

外
國
人
は
我
國
人
と
全
く
之
を
別
異
す
る
の
必
要
あ
り
や
若
其
必
要
あ
り
と
せ
ば
少
く
も
或
地
方
を
限
り
特
に
之
か
爲
一
監
を

設
く
る
の
必
要
あ
り
や
又
は
現
在
の
監
房
の
一
部
を
以
て
之
に
充
て
差
支
な
き
や
ま
た
工
場
浴
場
等
は
如
何
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二　

特
別
に
監
房
を
設
く
る
も
の
と
せ
ば
囚
人
被
告
人
病
者
幼
年
者
男
女
等
の
區
別
は
總
て
一
棟
の
下
に
於
て
之
を
爲
す
を
便
と
す

る
や
或
は
各
監
内
に
於
て
其
區
別
を
爲
す
べ
き
や

　

三　

歐
米
人
と
其
他
の
外
國
人
と
は
其
風
俗
習
慣
互
に
異
な
る
も
の
あ
り
處
遇
上
如
何
に
之
を
區
別
す
べ
き
や

　

第
一
か
ら
第
三
事
項
に
つ
い
て
は
、「
外
國
人
は
或
る
地
方
に
外
國
監
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
建
設
し
、
之
に
集
収
し
て
刑
を
執
行

す
る
こ
�
」、「
各
縣
監
獄
の
一
部
を
外
國
人
拘
禁
場
と
す
る
こ
�
」
の
二
種
に
意
見
が
分
か
れ
た
。
し
か
し
、
我
が
国
の
監
獄
改
良
は

実
を
揚
げ
て
い
る
と
欧
州
各
国
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
拘
禁
の
準
備
も
整
っ
て
い
る
こ
と
も
欧
米
諸
国
は
認
め
て
い
る
、
し
た

が
っ
て
、
今
更
外
国
人
拘
禁
処
遇
法
を
仰
々
し
く
講
ず
る
の
は
「
外
國
に
對
し
慊
然
な
き
能
は
�
」、
又
、
外
国
と
い
え
ど
も
入
監
者

の
多
く
は
劣
等
の
人
物
で
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
監
獄
を
新
築
す
る
必
要
は
な
い
、
と
さ
れ
た
。
監
獄
は
個
人
的
処
遇
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
む
し
ろ
外
国
人
の
た
め
に
適
切
な
法
を
講
ず
る
よ
り
、
内
地
人
の
上
流
社
会
の
者
が
入
監
し
た
場
合
の
処
遇
法
を
完
実
す

れ
ば
足
り
る
、
す
な
わ
ち
、
内
外
国
の
区
別
を
せ
ず
に
「
個
人
適
當
の
方
�
」
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

四　

監
房
の
構
造
房
内
及
工
場
に
於
け
る
便
器
其
他
の
設
備
に
關
す
る
見
込
如
何

　

監
房
の
構
造
は
、
敢
て
内
外
人
の
区
別
を
す
る
必
要
は
な
く
、
戸
扉
を
広
く
し
房
内
に
椅
子
を
置
く
こ
と
、
木
造
は
不
可
と
さ
れ
た
。

　

五　

食
料
の
種
類
數
量
及
食
器
に
關
す
る
見
込
如
何

　

食
料
の
種
類
如
何
は
衛
生
と
直
接
の
関
係
を
有
す
る
た
め
に
多
年
の
問
題
と
さ
れ
、
衛
生
に
関
し
て
意
見
が
分
か
れ
た
。
し
か
し
、

日
本
人
と
同
様
の
食
糧
を
与
え
る
べ
き
と
さ
れ
、
も
し
衛
生
を
害
す
る
場
合
に
は
ス
ー
プ
や
肉
類
を
与
え
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
小

河
の
外
国
に
お
け
る
献
立
及
び
食
糧
給
与
の
方
法
説
明
に
よ
っ
て
、
食
糧
に
は
多
少
の
区
別
を
す
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

六　

衣
服
臥
具
等
は
如
何
又
靴
及
靴
足
袋
を
與
ふ
る
の
必
要
な
き
や

　

粗
製
の
靴
及
び
足
袋
を
与
え
、
衣
服
臥
具
は
少
し
調
製
に
「
意
を
用
ひ
�
」
着
用
さ
せ
る
べ
き
と
さ
れ
た
。
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七　

支
那
人
及
朝
鮮
人
の
頭
髪
は
如
何
す
べ
き
や

　

支
那
人
及
び
朝
鮮
人
の
頭
髪
を
存
置
す
る
こ
と
は
異
口
同
音
に
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
日
本
人
も
短
薙
の
必
要
は
な

い
と
の
説
も
あ
っ
た
。
結
局
、
頭
髪
は
清
潔
及
び
紀
律
を
保
確
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
個
人
待
遇
を
必
要
と
す
る
、
し
た
が
っ
て
、

長
期
刑
の
者
は
支
那
朝
鮮
人
の
別
な
く
之
を
短
薙
し
、「
放
免
前
相
當
の
期
間
之
を
剃
除
せ
ず
し
て
貯
へ
し
む
る
の
方
法
を
要
�
」
と

の
意
見
が
有
力
と
さ
れ
た
。

　

八　

坐
臥
動
作
禮
式
等
は
習
慣
に
依
り
異
に
す
る
の
必
要
な
き
や

　

坐
臥
は
所
属
国
の
慣
例
に
依
拠
し
、
動
作
及
び
禮
式
は
我
が
国
の
制
度
に
則
ら
し
む
る
べ
き
と
さ
れ
た
。

　

九　

言
語
宗
教
の
異
同
に
依
り
教
誨
の
方
法
を
異
に
す
る
の
必
要
な
き
や

　

言
語
宗
教
の
異
同
に
依
り
、
教
誨
の
方
法
を
異
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

十　

言
語
の
互
に
同
し
か
ら
ざ
る
外
國
人
に
對
す
る
書
信
検
閲
又
は
代
筆
看
讀
書
籍
の
検
閲
接
見
の
立
會
尋
問
命
令
等
は
如
何
す
べ

き
や

　

同
一
の
言
語
を
使
用
す
る
外
国
人
が
数
十
人
い
る
場
合
は
通
弁
看
守
を
置
く
必
要
が
あ
る
が
、
少
数
し
か
い
な
い
場
合
に
は
設
置
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
書
信
接
見
は
、
自
国
の
文
書
言
語
が
必
要
で
あ
れ
ば
囚
人
に
通
弁
料
及
び
翻
訳
料
を
出
さ
せ
て
こ
れ
を
許
可

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

十
一　

役
業
の
種
類
は
別
に
之
を
撰
定
す
る
の
必
要
な
き
や

　

撰
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、
外
国
人
は
手
指
の
作
用
が
鈍
い
の
で
成
る
べ
く
手
工
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

十
二　

宗
教
上
の
關
係
よ
り
葬
儀
禮
拜
其
他
免
役
日
等
に
特
例
を
設
く
る
の
必
要
な
き
や

　

対
等
条
約
の
結
果
と
し
て
特
例
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
た
が
、
外
国
人
に
対
し
て
は
宗
教
上
の
便
宜
を
図
り
、
で
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き
る
限
り
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

十
三　

幼
年
囚
懲
治
人
の
教
育
は
其
方
法
を
異
に
す
る
の
必
要
な
き
や

　

十
四　

在
監
人
の
請
求
に
依
り
工
錢
其
他
所
持
金
を
本
國
の
父
母
妻
子
に
送
付
す
る
の
手
續
及
出
納
官
吏
の
責
任
如
何

　

十
五　

身
上
の
調
査
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
之
を
爲
す
や

　

十
六　

歐
米
人
は
縄
を
以
て
身
體
を
縛
す
る
を
忌
む
の
風
あ
る
が
如
し
手
錠
其
他
の
物
を
以
て
之
に
代
ふ
る
の
必
要
な
き
や

　

十
七　

携
帯
乳
児
成
規
の
年
齢
に
達
し
引
取
人
な
き
と
き
は
如
何

　

十
八　

刑
死
者
又
は
死
亡
者
に
關
す
る
通
知
は
何
人
に
之
を
爲
す
べ
き
や

　

十
九　

迯
走
者
死
亡
者
の
遺
留
金
品
に
し
て
受
く
べ
き
者
な
き
と
き
の
處
分
如
何

　

第
一
三
号
か
ら
第
一
九
号
は
縮
め
て
議
題
と
さ
れ
た
。
第
一
三
号
は
方
法
を
異
に
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
大
体
は
第
九
と
第
十
の
意

見
と
同
じ
と
さ
れ
た
。
第
一
四
号
は
一
応
在
監
人
に
下
付
の
上
送
付
の
手
続
を
為
す
こ
と
、
第
一
五
号
は
必
要
あ
ら
ば
領
事
に
托
し
て

為
す
こ
と
は
妨
げ
に
な
ら
な
い
、
第
一
六
号
は
、
手
錠
を
用
い
る
の
は
か
ま
わ
な
い
、
第
一
七
号
は
「
領
事
に
爲
さ
し
む
る
を
可
と

�
」、
第
一
八
号
は
領
事
に
通
知
す
る
、
第
一
九
号
は
「
同
上
其
他
婦
女
身
躰
検
査
の
方
法
等
に
就
き
意
見
あ
�
」
と
さ
れ
た
。

　

明
治
三
〇
年
全
国
典
獄
会
議
で
の
処
遇
重
点
事
項
は
、
①
監
獄
官
吏
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
、
②
厳
正
な
規
律
の
維
持
に
努
め

る
こ
と
、
③
我
が
国
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
、
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。
特
に
施
設
内
の
意
思
疎
通
は
極
め
て
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
言
語
と
生
活
習
慣
、
宗
教
的
背
景
に
つ
い
て
の
理
解
は
欠
か
せ
な
い
。
と
り
わ
け
言
語
は
意
思
疎
通

に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
る
。
対
策
と
し
て
、
警
保
局
長
が
監
獄
官
吏
の
養
成
の
た
め
に
練
習
所
の
開
設
予
定
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
る
。

　

明
治
三
一
年
九
月
一
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
全
国
典
獄
会
議
で
は
、
欧
米
外
国
人
の
拘
禁
・
処
遇
に
つ
い
て
明
治
三
〇
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年
典
獄
会
議
の
諮
問
事
項
を
踏
ま
え
た
う
え
で
指
�
が
な
さ
れ
た
。

　

明
治
三
二
年
五
月
一
一
日
か
ら
二
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
全
国
典
獄
会
議
で
西
郷
従
道
内
務
大
臣
は
「
外
国
人
ニ
對
シ
テ
我
ガ
法
権

ノ
威
厳
ヲ
保
チ
列
国
ヲ
シ
テ
我
監
獄
事
業
ノ
整
備
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
事
ヲ
欲
ス
�
」
と
訓
示
し
た
。
し
か
し
、
小
松
原
英
太
郎
内

務
次
官
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
、
西
郷
の
訓
示
に
難
色
を
示
し
た
。

「
改
正
絛
約
實
施
ニ
ア
リ
マ
シ
テ
風
俗
習
慣
ノ
異
ナ
ル
外
國
人
ヲ
取
扱
ヒ
マ
ス
ル
場
合
其
處
遇
上
ニ
就
テ
ハ
、
是
ハ
風
俗
習
慣
ヲ
異

ニ
ス
ル
者
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
取
扱
上
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
加
フ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
・
・
・
而
シ
テ
監
獄
改
良
ノ
實
ヲ
舉
グ
ル

コ
ト
ヲ
得
ル
ト
否
ト
ハ
司
獄
官
吏
ノ
如
何
ニ
存
ス
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
・
・
・
外
囚
ニ
對
ス
ル
處
遇
・
・
・
其
指
示
サ
レ
タ
事
項
ハ
風
俗

習
慣
ノ
異
ナ
ル
點
ヲ
顧
テ
處
遇
上
ニ
於
テ
多
少
斟
酌
ヲ
用
フ
ル
ヲ
要
ス
ル
點
ニ
就
テ
ノ
事
項
ヲ
列
ヘ
テ
有
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
彼
我

囚
人
ノ
間
ニ
於
キ
マ
シ
テ
處
遇
上
ニ
於
テ
寛
嚴
ノ
差
ノ
有
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
勿
論
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
風
俗
人
情
ヲ
異
ニ
ス
ル
外
囚

ニ
對
シ
マ
シ
テ
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
加
フ
ル
ト
申
ス
コ
ト
ハ
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ニ
依
リ
マ
シ
テ
行
刑
ノ
公
平
適
實
ヲ
圖
ラ
ン
ト

欲
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
若
シ
人
情
風
俗
ヲ
異
ニ
シ
テ
居
ル
外
人
ニ
對
シ
テ
モ
一
切
夫
等
ノ
事
顧
ミ
ズ
シ
テ
一
律
ニ
處
遇

ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
外
國
人
ハ
苦
痛
ヲ
感
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
或
ハ
健
康
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
・
・
・

彼
等
ハ
起
居
飲
食
等
ニ
於
テ
元
來
習
慣
ヲ
異
ニ
シ
テ
居
ル
、
是
等
ノ
習
慣
ヲ
異
ニ
シ
テ
居
ル
點
ニ
就
テ
ハ
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
加
ヘ
テ
行

刑
上
ニ
於
テ
公
平
適
實
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ハ
刑
ノ
執
行
ノ
任
ニ
當
ル
者
ノ
當
然
注
意
セ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
點
デ
ア
リ
マ
ス
此
點
ハ
誤
解

ノ
無
キ
ヤ
ウ
ニ
諸
君
ノ
充
分
御
注
意
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ラ
�
」

　

小
松
原
は
、
外
国
人
処
遇
に
関
し
て
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
を
指
示
し
、
文
化
及
び
風
俗
習
慣
の
違
い
に
配
慮
し
た
個
別
指
導
と
心

情
安
定
に
留
意
し
た
処
遇
の
実
施
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
処
遇
の
実
現
の
た
め
に
処
遇
に
直
接
か
か
わ
る
監
獄
官
吏
の
能
力

向
上
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
外
国
文
化
へ
の
理
解
と
対
応
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
小
松
原
は
外
国
人
処
遇
に
対
処
し
う
る
最
大
の
施
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策
は
、「
意
識
の
国
際
化
」
で
あ
り
、
異
な
っ
た
文
化
の
価
値
を
認
め
、
意
識
を
世
界
に
向
け
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
犯
罪
者
の
国

際
化
に
対
応
す
る
原
動
力
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
小
松
原
の
見
解
は
欧
米
諸
国
側
に
か
な
り
配
慮
し
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
の
部
分
改
正
と
外
国
人
処
遇
標
準
の
内
訓

　

全
国
典
獄
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
必
要
と
さ
れ
る
条
項
を
盛
り
込
み
、
明
治
三
二
年
七
月
、「
改
正
絛
約
實
施
後
ノ
各
國
人

ヲ
監
獄
ニ
拘
禁
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
特
ニ
之
カ
爲
メ
ニ
其
ノ
待
遇
ヲ
殊
別
ス
ヘ
キ
必
要
ナ
シ
ト
雖
然
カ
モ
個
人
的
關
係
ノ
如
何
ニ
依
リ

全
然
内
國
人
ト
同
一
ノ
待
遇
ヲ
爲
ス
能
ハ
サ
ル
場
合
ナ
シ
ト
セ
ス
是
ヲ
以
テ
我
風
俗
習
慣
ニ
馴
レ
サ
ル
囚
人
ニ
對
シ
テ
ハ
適
當
ノ
斟
酌

ヲ
施
シ
行
刑
ノ
公
平
ヲ
期
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
�
」
と
す
る
趣
旨
か
ら
、
外
国
人
収
容
の
具
体
的
対
策
の
た
め
に
外
国
人
に
実
際
適
用
さ
れ

る
「
外
国
人
ノ
処
遇
標
準
」（
内
務
省
内
訓
第
七
一
二
�
）
お
よ
び
「
外
国
人
食
物
衣
服
等
種
類
製
式
調
理
方
法
」（
監
獄
局
長
通
牒
秘

甲
第
二
〇
七
�
）
が
内
訓
さ
れ
た
。
前
者
は
、
監
房
の
構
造
・
暖
房
設
備
、
寝
台
・
寝
具
・
衣
類
・
雑
具
の
備
付
と
給
貸
与
、
食
物
、

祈
祷
・
説
教
な
ど
の
宗
教
活
動
、
作
業
・
接
見
の
方
法
、
頭
髪
剪
剃
な
ど
の
衛
生
措
置
二
〇
項
目
に
つ
い
て
特
別
待
遇
を
指
示
し
て
い

る
。
後
者
は
、
そ
の
中
で
も
日
常
生
活
で
と
か
く
問
題
の
生
じ
や
す
い
食
物
や
衣
類
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
指
示
し
た
。
例
え
ば
、
男

女
共
に
冬
服
・
夏
服
の
別
に
洋
服
類
似
の
形
状
と
す
る
こ
と
と
し
、
靴
下
を
つ
け
、
靴
は
底
部
を
木
製
と
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
ズ
ッ

ク
と
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
女
囚
に
は
常
に
下
股
引
を
穿
く
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
食
事
に
つ
い
て
も
パ
ン
と
表
現
せ
ず
、
夕
食
に
つ

き
小
麦
粉
、
朝
昼
に
は
粥
と
例
示
さ
れ
、
麺
包
は
一
日
三
回
一
回
四
十
匁
、
肉
は
一
週
一
二
〇
匁
三
回
以
上
と
し
、「
麺
包
ニ
代
ユ
ル

ニ
脂
肪
米
麦
馬
鈴
薯
豆
類
混
合
ノ
雑
炊
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
等
日
本
食
類
似
ノ
モ
ノ
ヲ
与
ヘ
可
成
的
速
ニ
日
本
食
ニ
堪
ユ
ル
ノ
慣
習
ヲ
生
セ

シ
ム
ル
ノ
注
意
ア
ル
ヲ
要
ス
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
未
決
者
に
限
り
、
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・
牛
乳
等
の
購
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
制
定
以
来
一
〇
年
を
経
過
し
た
過
程
で
生
じ
た
問
題
点
を
整
理
し
、
そ
の
一
部
改
正
（
勅
令
第
三
四
四
号
）

（　
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と
「
監
獄
則
施
行
細
則
」（
内
務
省
令
第
三
八
号
）
の
全
面
改
正
が
改
正
条
約
実
施
と
同
じ
日
、
明
治
三
二
年
七
月
一
七
日
に
行
わ
れ

た
。「
監
獄
則
」
の
改
正
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
人
拘
禁
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
に
対
応
す
る
規
程
を
加
え
、

あ
わ
せ
て
時
勢
の
変
遷
に
照
ら
し
最
小
限
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
小
幅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
か
ね
て
か
ら
の
刑
法

改
正
が
進
行
中
で
あ
っ
た
た
め
、「
監
獄
則
ハ
他
日
刑
法
ノ
改
正
ニ
伴
ヒ
根
本
ヨ
リ
之
ヲ
改
ム
ル
ノ
必
要
ヲ
生
ス
ル
ハ
必
然
ナ
リ
ト
雖

モ
・
・
・
之
ヲ
後
日
ニ
譲
リ
目
下
差
當
リ
改
正
ヲ
要
ス
ル
箇
條
ニ
就
キ
・
・
・
改
正
ヲ
施
サ
ン
ト
ス
�
」、
す
な
わ
ち
刑
法
に
関
連
す

る
問
題
に
つ
い
て
は
処
理
を
後
日
に
ま
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
三
二
年
の
「
監
獄
則
」
改
正
の
要
点
は
、
以
下
の
六
つ
で
あ
る
。
①
作
業
賦
課
の
標
準
を
改
め
、
作
業
指
定
に
際
し
て
は
各
囚

の
体
力
に
加
え
て
、
刑
名
・
罪
質
・
年
齢
・
技
能
・
将
来
の
生
計
等
を
斟
酌
す
べ
き
こ
と
（
監
獄
則
改
正
一
七
条
）。
②
給
与
工
銭
計

算
基
準
を
変
更
し
従
来
の
重
罪
軽
罪
に
よ
る
区
分
の
ほ
か
、
初
入
者
と
再
入
者
お
よ
び
賞
表
の
個
数
に
よ
り
差
別
を
設
け
て
行
状
評
価

を
加
味
し
、
再
入
者
に
つ
い
て
も
刑
期
一
年
以
上
を
経
過
し
作
業
に
勉
励
す
る
と
き
は
初
入
者
の
例
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
（
同
上
二
二

条
）。
③
刑
事
被
告
人
に
対
し
て
は
監
獄
の
規
律
を
害
さ
な
い
範
囲
で
待
遇
を
寛
大
に
し
、
ま
た
教
化
に
留
意
し
て
請
願
に
応
じ
て
教

誨
を
加
え
る
こ
と
（
同
上
三
〇
条
）。
な
お
、
教
誨
は
教
誨
師
の
み
に
限
定
し
な
い
。
④
図
書
閲
読
で
は
「
修
身
、
宗
教
、
教
育
、
営

業
」
の
各
書
籍
項
目
を
取
り
払
い
、
閲
読
許
可
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
こ
と
（
同
上
三
二
条
二
�
）。
⑤
刑
の
個
別
化
と
作
業
の
職

業
訓
練
的
技
能
を
強
化
し
た
こ
と
（
監
獄
則
施
行
改
則
三
六
条
・
三
七
条
）。
⑥
外
役
囚
の
条
件
を
原
則
と
し
て
刑
期
の
二
分
の
一
経

過
を
条
件
に
女
子
と
と
も
に
刑
期
六
月
以
下
の
者
を
除
外
し
た
こ
と
（
同
上
三
九
条
）。
ま
た
、
監
獄
作
業
の
種
類
は
、
明
治
二
二
年

「
監
獄
則
」
下
で
は
民
間
と
の
囚
人
雇
傭
契
約
な
ど
が
存
在
し
、
不
適
当
な
業
種
も
あ
り
、
小
河
滋
次
郎
は
「
懲
戒
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ハ

経
済
ニ
利
ア
ラ
ス
経
済
ニ
利
ア
ル
モ
ノ
ハ
即
チ
懲
戒
ニ
不
可
ナ
リ
両
ツ
ナ
カ
ラ
相
俟
ツ
テ
戻
ラ
サ
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
蓋
シ
罕
レ
ナ
リ
監
獄

作
業
ヲ
撰
択
ス
ル
ノ
困
難
ナ
ル
所
以
ニ
シ
テ
多
數
ノ
種
類
ヲ
設
備
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
亦
之
レ
カ
爲
ナ
�
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
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の
た
め
作
業
賦
課
に
統
一
性
と
制
約
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
内
務
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
す
る
（「
監
獄
則
施
行
細
則
」
三
八
条
）
認

可
制
と
し
た
。
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
・
小
河
等
に
よ
る
教
化
目
的
を
基
調
と
し
た
作
業
理
念
が
監
獄
法
令
に
反
映
さ
れ
、
処
遇
は
理
念
的
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。
監
獄
作
業
の
懲
戒
、
収
益
主
義
か
ら
、
教
化
・
職
業
訓
練
主
義
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

外
国
人
収
容
に
か
か
わ
る
「
監
獄
則
」
の
改
正
点
は
、
外
国
人
処
遇
に
対
す
る
配
慮
か
ら
、
内
務
大
臣
の
許
可
を
必
要
と
す
る
臨
時

服
役
免
除
の
規
定
を
置
き
、
そ
の
所
属
国
の
国
祭
お
よ
び
宗
教
祭
日
の
免
業
を
認
め
た
こ
と
、
教
誨
を
強
化
す
る
趣
旨
か
ら
日
曜
日
就

役
を
廃
止
し
て
日
曜
日
を
全
休
�
と
し
、
教
誨
・
書
信
・
書
籍
看
読
に
当
て
る
と
し
た
こ
と
（「
監
獄
則
施
行
細
則
」
三
二
条
）、
外
国

人
に
給
与
す
る
食
物
の
種
類
・
分
量
を
例
外
と
し
、
そ
の
費
用
増
額
を
認
め
た
こ
と
（「
監
獄
則
施
行
細
則
」
二
八
条
）
な
ど
で
あ
�
。

　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
、
長
年
の
悲
願
だ
っ
た
条
約
改
正
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
成
立
し
、
明
治
政
府
は
新
条
約
実
施
ま

で
に
諸
法
制
と
そ
の
運
用
を
整
備
し
て
外
国
人
の
内
地
雑
居
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
監
獄
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

我
が
国
は
法
治
国
家
と
し
て
近
代
化
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
欧
米
諸
国
に
対
し
て
誇
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
列
国
同
一
の

監
獄
主
義
に
調
和
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
対
外
政
策
と
し
て
、
明
治
政
府
は
改
正
条
約
実
施
後
の

外
国
人
収
容
を
想
定
し
た
法
制
整
備
の
た
め
に
国
際
監
獄
会
議
へ
の
参
加
を
企
図
し
、
政
府
委
員
小
河
滋
次
郎
の
パ
リ
国
際
監
獄
会
議

（
明
治
二
八
年
六
月
）
へ
の
出
席
な
ら
び
に
最
新
の
欧
州
監
獄
調
査
を
通
じ
て
日
本
監
獄
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
領
事

裁
判
権
撤
廃
に
伴
う
外
国
人
収
容
を
憂
慮
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
日
本
監
獄
視
察
が
行
わ
れ
、
外
国
人
の
目
か
ら
み
た
日
本
監
獄
の

実
情
と
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
三
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①　

国
際
監
獄
会
議
へ
の
参
加
と
欧
州
監
獄
調
査
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改
正
条
約
実
施
を
意
識
し
、
明
治
二
八
年
六
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
際
監
獄
会
議
に
国
内
外
の
監
獄
理
論
・
実
務
に
精

通
し
た
小
河
滋
次
郎
を
派
遣
し
て
積
極
的
に
会
議
の
議
論
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
監
獄
運
営
が
世
界
水
準
に
あ
る
こ
と
を

世
界
に
示
し
た
。

　

小
河
は
、
会
議
に
出
席
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
欧
州
の
監
獄
制
度
、
免
囚
保
護
、
感
化
事
業
、
貧
民
救
助
な
ど
各
国
の
監
獄
の
実
情

を
視
察
し
、
日
本
と
は
異
な
っ
た
監
獄
建
築
お
よ
び
処
遇
法
に
驚
く
と
と
も
に
、
監
獄
法
の
建
前
と
実
体
を
そ
の
目
で
確
認
し
た
。
最

初
の
視
察
地
で
あ
る
香
港
で
は
、
監
獄
建
築
規
模
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
監
獄
事
務
が
簡
易
で
典
獄
が
少
な
い
こ
と
に
好
印
象
を

も
っ
た
が
、
人
種
に
よ
っ
て
処
遇
差
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
監
獄
官
吏
が
長
期
間
在
職
し
、
官

吏
が
少
な
く
事
務
を
簡
便
に
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
保
護
事
業
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
フ
ラ

ン
ス
が
当
時
有
し
て
い
た
監
獄
費
国
庫
支
弁
問
題
、
囚
徒
殖
民
論
な
ど
に
日
本
と
の
共
通
点
を
見
出
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ク
ロ
ー
ネ

の
も
と
で
実
務
研
究
・
監
獄
巡
閲
随
行
・
大
学
聴
講
に
従
事
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
が
欧
州
か
ら
学
ぶ
事
柄
に
つ
い
て
、
監
獄
財
政

改
善
策
と
監
獄
の
分
房
制
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
小
河
は
分
房
制
を
徹
底
す
る
た
め
に
監
獄
改
築
と
監
獄
官
吏
育
成
の
必
要
性
を
主

張
し
た
。
小
河
の
こ
れ
ら
の
指
摘
は
説
得
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
周
囲
へ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
。

②　

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
収
監
外
国
人
処
遇
改
善
要
求

　

改
正
条
約
実
施
に
よ
っ
て
外
国
人
に
も
我
が
国
の
裁
判
権
及
び
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
へ
の
強
い
警
戒
感
か
ら
、
明
治
三
一
年
に
イ

ギ
リ
ス
は
積
極
的
に
日
本
監
獄
視
察
を
行
っ
た
。
最
初
に
視
察
を
行
っ
た
横
濱
商
業
会
議
所
所
員
は
、
大
監
獄
と
地
方
小
監
獄
と
の
処

遇
差
を
指
摘
し
、
地
方
小
監
獄
は
「
処
遇
に
値
し
な
い
」
と
危
惧
の
念
を
示
し
た
。
ま
た
、
英
国
公
使
は
西
郷
従
道
内
務
大
臣
に
「
外

国
人
処
遇
ニ
関
ス
ル
英
国
公
使
ノ
覚
書
」
を
提
出
し
て
、
外
国
人
に
対
す
る
過
酷
で
悲
惨
な
処
遇
実
態
を
非
難
す
る
と
と
も
に
、（
�
）

水
分
補
給
、（
�
）
衛
生
・
休
養
、（
�
）
懲
戒
方
法
に
関
す
る
具
体
的
勧
告
案
を
提
示
し
た
。
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イ
ギ
リ
ス
は
監
獄
視
察
の
結
果
か
ら
、
日
本
監
獄
が
抱
え
る
こ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
が
監
獄
費
の
地
方
負
担
に
あ
る
と
分
析
し
、
解

決
に
は
監
獄
費
国
庫
支
弁
の
回
復
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
を
警
告
し
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
は
自
国
民
の
保
護
の
た
め
に
欧
米
人

に
は
日
本
人
と
区
別
し
た
特
別
処
遇
を
な
す
べ
き
こ
と
を
強
硬
に
迫
っ
た
。
事
態
を
穏
便
に
収
拾
さ
せ
る
た
め
に
、
内
務
省
は
こ
の
要

請
に
対
し
て
外
国
人
処
遇
へ
の
配
慮
を
確
約
し
た
。

③　

明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
改
正

　

小
河
滋
次
郎
の
欧
州
獄
務
調
査
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
日
本
監
獄
視
察
の
結
果
を
う
け
、
明
治
三
〇
年
七
月
三
日
と
明
治
三
一
年
九
月

一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
典
獄
会
議
で
は
欧
米
外
国
人
の
拘
禁
・
処
遇
問
題
が
主
要
議
題
と
な
っ
た
。
樺
山
資
紀
内
務
大
臣
と
小
松

原
英
太
郎
内
務
次
官
は
、
外
国
人
処
遇
に
お
け
る
個
別
処
遇
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
監
獄
官
吏
と
外
国
人
収
監
者
と
の
意

思
疎
通
を
図
る
た
め
に
監
獄
官
吏
の
能
力
向
上
と
意
識
の
国
際
化
が
外
国
人
処
遇
に
対
処
し
得
る
最
大
の
施
策
で
あ
る
と
示
唆
し
た
。

　

こ
の
典
獄
会
議
の
決
議
事
項
と
小
河
滋
次
郎
の
欧
州
監
獄
調
査
を
基
礎
に
、
明
治
三
二
年
七
月
、
明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
の
部
分

改
正
と
「
監
獄
則
施
行
細
則
」
の
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
た
。
刑
法
改
正
事
業
と
の
関
連
で
「
監
獄
則
」
改
正
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

ま
っ
た
が
、
外
国
人
の
所
属
国
の
祭
日
・
宗
教
祭
日
に
免
業
を
認
め
る
こ
と
、
日
曜
日
就
役
を
や
め
る
こ
と
、
被
告
人
の
処
遇
を
緩
和

す
る
こ
と
、
な
ど
を
加
え
た
。
ま
た
、
外
国
人
拘
禁
の
具
体
策
と
し
て
、
明
治
三
二
年
七
月
「
風
俗
習
慣
を
異
に
す
る
囚
人
処
遇
標
準
」

（
内
務
省
内
訓
七
一
二
号
）
と
「
風
俗
習
慣
を
異
に
す
る
囚
人
食
物
衣
類
等
標
準
」（
監
獄
局
長
通
牒
秘
二
〇
七
号
）
が
発
布
さ
れ
た
。

　

明
治
三
二
年
、
改
正
条
約
の
実
施
は
、
日
本
行
刑
の
発
展
を
大
き
く
区
切
る
歴
史
的
な
分
岐
点
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
監
獄
改
良

の
す
べ
て
の
営
み
は
不
平
等
条
約
改
正
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
以
降
に
行
わ
れ
た
監
獄
改
良
事
業
は
対
外
的
な
掣

肘
か
ら
離
れ
、
他
国
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
日
本
独
自
の
立
場
で
自
発
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
歩
が
長
年
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の
課
題
と
な
っ
て
い
た
監
獄
費
国
庫
負
担
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
ま
た
、
監
獄
費
国
庫
負
担
の
実
現
と
あ
わ
せ
て
監
獄
所
管
が
内
務
省

か
ら
司
法
省
へ
と
移
さ
れ
て
い
る
が
、
内
務
省
が
担
っ
て
い
た
監
獄
事
務
を
司
法
省
に
移
管
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

監
獄
費
国
庫
負
担
問
題
解
決
に
向
け
た
帝
国
議
会
の
審
議
過
程
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
明
治
三
〇
年
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
司
法
制

度
の
整
備
と
統
一
、
さ
ら
に
そ
の
流
れ
の
中
で
制
定
さ
れ
た
明
治
四
一
年
「
監
獄
法
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な

る
。

　
（
１
） 

小
河
滋
次
郎
（
文
久
三
﹇
一
八
六
三
﹈
―
大
正
一
四
﹇
一
九
二
五
﹈）。
監
獄
学
者
、
社
会
事
業
家
。
上
田
藩
（
長
野
県
上
田
市
）
に
生
ま
れ
、

最
初
医
師
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
志
を
変
え
東
京
外
語
学
校
独
逸
語
学
科
、
東
京
専
門
学
校
法
律
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
法
学
部

別
科
法
学
科
に
学
び
、
穂
積
陳
重
の
下
で
監
獄
学
を
修
め
た
後
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）、
内
務
省
属
と
し
て
警
保
局

に
入
る
。
そ
の
後
、
監
獄
制
度
形
成
に
尽
力
し
た
御
雇
外
国
人
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
の
訳
官
を
勤
め
る
。
明
治
二
八
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
監
獄

会
議
に
日
本
政
府
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
明
治
三
〇
年
に
帰
国
す
る
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
欧
米
の
監
獄
並
び
に
社
会
事
業
に
関
し
て
学

ぶ
。
明
治
三
三
年
制
定
の
感
化
法
起
草
に
携
わ
る
。
監
獄
行
政
が
内
務
省
か
ら
司
法
省
へ
移
管
さ
れ
た
際
に
は
司
法
省
に
移
り
、
司
法
省
監
獄

事
務
官
、
監
獄
局
獄
務
課
長
と
な
り
、
明
治
三
九
年
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
明
治
四
一
年
四
月
に
司
法
省
を
退
職
す
る
。
明
治
四
一
年

四
月
一
七
日
か
ら
明
治
四
三
年
五
月
ま
で
清
国
政
府
監
獄
顧
問
と
な
っ
た
。
帰
国
後
は
明
治
四
四
年
よ
り
内
務
省
地
方
局
事
務
取
扱
嘱
託
を
引

き
受
け
、
社
会
問
題
の
研
究
に
専
念
し
た
ほ
か
、
国
立
感
化
院
創
立
に
加
わ
り
、
救
済
事
業
調
査
会
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
大
正
二
年
（
一
九

一
三
）
大
阪
府
救
済
事
業
嘱
託
と
し
て
救
貧
事
業
・
感
化
救
済
事
業
に
携
わ
り
、
現
在
の
民
生
委
員
の
前
進
で
あ
る
方
面
委
員
制
度
を
作
る
な

ど
社
会
福
祉
の
分
野
で
先
駆
的
な
仕
事
を
す
る
。
大
正
一
三
年
に
財
団
法
人
日
本
生
命
済
生
会
理
事
と
な
る
（『
監
獄
の
現
在
』、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
八
年
、
一
九
三
―
一
九
五
頁
）。

（
２
） 

重
松
一
義
『
外
国
人
刑
事
法
制
体
系
化
へ
の
史
的
試
論
』（
中
央
学
院
大
学
総
合
科
学
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）
は
、
古
代
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
外
国
人
刑
事
法
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
日
本
側
の
視
点
に
立
つ
か
な
り
概
略
的
な
考
察
に
と
ど
ま
る
。

（
３
） 

拙
稿
「
明
治
前
期
の
監
獄
法
改
革
―
明
治
五
年
「
監
獄
則
」
か
ら
明
治
一
四
年
「
改
正
監
獄
則
」
へ
―
」
神
戸
法
学
雑
誌
五
八
巻
三
号
、
二
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〇
〇
八
年
、
一
三
四
頁
。

（
４
） 

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
「
国
際
監
獄
会
議
」
法
務
資
料
第
三
九
六
号
、
一
九
六
六
年
、
三
六
頁
。

（
５
） 

前
掲
「
国
際
監
獄
会
議
」
三
六
頁
。

（
６
） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
二
七
号
、
明
治
二
三
年
、
一
七
頁
。
同
二
八
号
、
明
治
二
三
年
、
六
―
九
頁
。
同
二
九
号
、
明
治
二
三
年
、
一

五
―
一
八
頁
。

（
７
） 
「
監
獄
学
雑
誌
」
第
三
巻
第
一
三
号
、
明
治
二
五
年
、
一
六
頁
。

（
８
） 

公
使
が
監
獄
関
係
者
の
代
理
を
勤
め
た
の
は
、
日
本
と
北
米
合
衆
国
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
９
） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
四
五
号
、
明
治
二
五
年
、
三
五
頁
。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
四
五
号
、
三
五
頁
。

１０
（　

） 

前
掲
「
監
獄
学
雑
誌
」
第
三
巻
第
一
三
号
、
二
一
頁
。

１１
（　

） 

邦
文
の
「
大
日
本
刑
獄
沿
革
略
史
」
は
、
佐
野
尚
が
発
行
兼
編
輯
者
と
な
っ
て
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
五
月
に
大
日
本
監
獄
協
会
か
ら

１２

発
行
さ
れ
た
。
本
文
は
六
九
頁
、
深
井
鑑
一
郎
編
著
、
小
原
重
哉
の
校
閲
に
よ
っ
た
。「
囚
徒
動
作
之
図
」
は
、
佐
野
尚
が
考
案
し
て
東
京
集
治

監
の
囚
徒
に
描
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
監
獄
構
造
図
は
東
京
集
治
監
・
鳥
取
・
静
岡
の
三
監
獄
、
護
送
馬
車
図
は
岡
山
・
神
奈
川
の
二
監
獄

の
も
の
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
訳
「
大
日
本
刑
獄
沿
革
略
史
」
は
、
加
地
鈔
太
郎
の
仏
訳
を
仏
国
公
使
館
員
サ
ラ
ザ
ン
が
校
閲
し
、
そ

の
写
字
は
皇
太
子
の
仏
語
教
授
係
員
小
出
有
秀
が
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
訳
「
監
獄
則
・
監
獄
則
施
行
細
則
」
は
深
井
鑑
一
郎
編
輯
、
小

原
重
哉
校
閲
で
、
武
田
英
一
が
仏
訳
し
、
サ
ラ
ザ
ン
が
校
閲
し
て
い
る
（「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
八
二
号
、
明
治
二
八
年
、
目
次
。
同
第

八
三
号
、
明
治
二
八
年
、
二
〇
―
二
一
頁
）。

（　

） 

小
河
は
明
治
二
六
年
九
月
二
六
日
付
で
神
奈
川
県
監
獄
署
典
獄
に
転
任
し
た
。
こ
れ
は
、
左
遷
で
は
な
く
、
実
務
経
験
に
乏
し
い
小
河
に
国

１３

際
監
獄
会
議
出
席
の
準
備
を
兼
ね
て
、
研
究
成
果
を
実
地
で
試
し
、
現
場
へ
の
影
響
力
を
持
た
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

） 

ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
（H

ans
K
arlW

erner
O
tt
K
urt
von
Seebach  

一
八
五
九
―
一
八
九
一
）。
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
エ
ア

１４

フ
ル
ト
に
お
い
て
貴
族
の
家
柄
に
生
ま
れ
る
。
六
人
兄
弟
の
第
三
子
で
、
一
一
歳
の
頃
に
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
年
）
で
軍
人
だ
っ
た
父
を
失

い
、
一
家
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
へ
移
っ
た
。
軍
人
で
あ
っ
た
父
や
兄
の
長
兄
の
影
響
も
あ
っ
て
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し

母
校
の
教
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
在
職
中
は
外
国
人
留
学
生
の
指
導
を
手
が
け
、
ト
ル
コ
の
留
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ト
ル
コ
の
兵
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制
改
革
に
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
の
意
見
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
功
績
に
よ
り
ト
ル
コ
皇
帝
か
ら
オ
ス
マ
ニ
ヤ
第
四
等
勲
章
を
贈
与
さ
れ
た
。
し
か

し
、
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
は
元
来
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
職
を
退
き
行
刑
界
に
進
み
、
カ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
ネ
（K

arlK
roh
n
e

）
の
下
で
モ
ア

ビ
ー
ト
（M

oab
it

）
監
獄
上
等
監
獄
官
（
書
記
）
と
し
て
獄
務
に
携
わ
っ
た
。
明
治
政
府
の
招
聘
に
よ
っ
て
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
一

月
九
日
に
来
日
し
、
我
が
国
の
監
獄
改
良
に
一
身
を
捧
げ
た
。
明
治
二
二
年
一
一
月
か
ら
明
治
二
四
年
六
月
ま
で
四
度
に
わ
た
り
日
本
各
地
の

監
獄
を
巡
閲
し
、
日
本
監
獄
の
実
情
と
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
の
洞
察
助
言
を
ま
と
め
た
監
獄
巡
閲
復
命
書
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
三
年
四

月
一
日
か
ら
五
月
三
一
日
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
明
治
二
四
年
三
月
三
一
日
に
か
け
て
東
京
集
治
監
内
に
設
置
さ
れ
た
内
務
省
直
轄
の
監

獄
官
練
習
所
に
て
ド
イ
ツ
監
獄
法
講
義
と
実
務
訓
練
を
担
当
し
た
（
小
河
滋
次
郎
「
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
先
生
略
伝
」、「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」、
明
治

二
四
年
、
一
―
三
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
八
二
号
、
九
―
一
八
頁
。

15
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
八
二
号
、
一
一
頁
。

16
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
八
二
号
、
一
六
頁
。

17
（　

） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
明
治
三
〇
年
、
五
頁
。

18
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
五
頁
。

19
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
六
頁
。

20
（　

） 

そ
の
情
景
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（「
上
田
郷
友
会
月
報
」
第
一
〇
四
号
、
明
治
二
八
年
、
一
三
頁
）。

21

「
二
三
日
、
明
く
れ
ば
け
ふ
の
旭
影
、
別
け
て
う
ら
ら
か
に
我
れ
を
送
る
も
の
の
如
く
嘶
く
駒
の
二
頭
立
（
県
庁
よ
り
特
に
差
廻
は
さ
れ
た

る
も
の
に
係
る
）
勇
ま
し
く
こ
そ
打
ち
乗
り
て
心
は
す
で
に
巴
黎
に
あ
る
、
身
の
か
し
ま
立
ち
祝
は
ん
と
、
英
吉
利
波
止
場
に
群
集
な
す
多

く
の
人
に
見
送
ら
れ
、
小
蒸
気
船
へ
と
乗
り
移
れ
ば
景
気
ぞ
添
ふ
る
万
才
の
拍
手
の
響
き
に
耳
聾
し
顔
赤
ら
み
て
目
は
廻
は
る
、
車
の
音
も

善
く
波
を
蹴
立
て
て
本
船
の
「
カ
レ
ド
ニ
ア
」
号
へ
と
は
着
き
に
け
り
。」

（　

） 

カ
レ
ド
ニ
ア
号
で
神
戸
・
長
崎
を
経
た
後
上
海
で
同
国
船
シ
ド
ニ
ー
号
に
乗
換
え
（「
二
八
日
、
午
後
上
海
の
港
口
「
ウ
ー
ス
ン
」
に
投
錨
、

22

小
蒸
気
来
り
一
行
を
乗
せ
山
の
如
き
怒
濤
の
内
を
蹴
っ
て
シ
ド
ニ
ー
号
に
移
っ
た
、
規
模
構
造
、
一
も
「
カ
レ
ド
ニ
ア
号
」
に
異
な
る
所
な
く

其
所
属
の
会
社
を
同
ふ
す
る
所
の
姉
妹
船
と
す
碇
舶
、
凡
そ
二
日
を
越
ふ
べ
し
」、「
上
田
郷
友
会
月
報
」
一
〇
四
号
、
明
治
二
八
年
、
一
三
頁
）、

香
港
に
到
着
し
た
。
当
初
は
上
海
に
も
上
陸
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
上
海
危
険
な
り
」
と
注
意
を
受
け
た
た
め
に
上
陸
を
断
念
し
、
停
泊
中
の
二
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日
間
は
船
内
に
滞
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
海
か
ら
乗
船
し
た
日
本
人
か
ら
上
海
に
上
陸
す
る
こ
と
は
危
険
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
き
、

上
陸
し
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
明
治
二
八
年
、
一
四
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
四
頁
。

23
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
五
頁
。

24
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
四
頁
。

25
（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
明
治
二
八
年
、
一
九
頁
。

26
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
頁
。

27
（　

） 

黒
人
を
看
守
に
採
用
す
る
理
由
は
、
給
料
が
安
く
済
む
こ
と
、
黒
人
は
性
格
が
純
撲
で
正
直
で
あ
る
と
と
も
に
、
体
格
が
逞
し
く
強
壮
で
あ

28

る
た
め
に
激
務
に
耐
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
二
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
四
頁
。

29
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
四
頁
。

30
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
七
頁
。

31
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
六
頁
。

32
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
六
頁
。

33
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
二
頁
。

34
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
四
号
、
一
七
頁
。

35
（　

） 

香
港
監
獄
で
は
毎
日
三
度
、
三
通
り
の
食
料
が
調
理
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
三
頁
）。

36
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
五
頁
。

37
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
五
頁
。

38
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
七
頁
。

39
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
七
頁
。

40
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
六
頁
。

41
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
一
頁
。

42
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（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
六
号
、
明
治
二
八
年
、
一
一
頁
。

43
（　

） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
八
五
号
、
明
治
二
八
年
、
二
一
頁
。

44
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
二
頁
。

45
（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
七
号
、
明
治
二
八
年
、
九
頁
。

46
（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
明
治
二
八
年
、
五
頁
。

47
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
五
頁
。

48
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
五
頁
。

49
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
五
頁
。

50
（　

） 

第
一
課
・
・
・
収
監
事
務

51

 

第
二
課
・
・
・
短
期
刑
の
執
行
事
務
・
拘
置
監
及
び
懲
治
監
の
事
務
・
仮
留
監
に
関
す
る
事
務

 

第
三
課
・
・
・
重
罪
監
及
び
癩
狂
院
に
関
す
る
事
務

 

第
四
課
・
・
・
特
教
仮
出
獄
及
び
そ
の
他
出
獄
に
関
す
る
事
項
・
不
良
幼
年
者
の
教
育
に
関
す
る
事
務

 

第
五
課
・
・
・
巡
閲
・
押
送
及
び
相
貌
調
査
に
関
す
る
事
務　
　
　
（
前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
七
号
、
九
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
一
一
頁
。

52
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
七
号
、
一
五
頁
。

53
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
一
一
頁
。

54
（　

） 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
未
決
監
及
び
一
年
刑
以
下
の
囚
人
を
拘
禁
す
る
地
方
監
獄
に
限
り
、
建
築
修
繕
費
が
地
方
負
担
と
さ
れ
た
（
小
河
滋
次
郎

55

『
監
獄
学
』
復
刻
版
、
五
山
堂
書
店
、
明
治
二
七
年
、
二
二
〇
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
二
頁
。

56
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
二
頁
。

57
（　

） 

会
議
は
総
会
と
部
会
で
構
成
さ
れ
た
。
部
会
の
議
決
事
項
を
原
案
と
し
て
総
会
の
議
事
に
付
し
た
が
、
総
会
は
部
会
で
議
決
し
た
原
案
を
可

58

決
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
形
式
的
な
も
の
に
止
ま
っ
た
。
部
会
で
議
論
す
べ
き
問
題
は
、
少
な
く
と
も
会
議
開
催
の
一
年
前
ま
で
に
加
盟
国

が
提
出
し
、
そ
れ
を
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
た
常
設
委
員
が
吟
味
し
、
採
用
し
た
問
題
を
加
盟
各
国
に
送
付
し
た
。
送
付
さ
れ
た
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問
題
に
対
し
て
各
国
の
学
者
・
監
獄
関
係
者
が
意
見
書
を
提
出
し
、
会
議
開
催
の
五
、
六
ヶ
月
前
ま
で
に
意
見
書
を
委
員
会
が
整
理
し
て
主
催

国
に
送
付
、
主
催
国
は
そ
れ
を
印
刷
し
各
国
参
列
委
員
に
配
布
し
た
（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
三
四
頁
）。

（　

） 

幼
年
者
処
遇
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
専
門
的
研
究
改
良
が
必
要
で
あ
る
と
の
趣
旨
か
ら
第
四
部
門
幼
年
者
処
遇
事
項
が
今
回
か
ら
初

59

め
て
独
立
し
て
設
置
さ
れ
た
（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
六
頁
）。

（　

） 

transportation

は
仏
の
制
度
で
一
八
五
四
―
一
九
三
八
年
施
行
。
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
を
仏
海
外
領
土
に
送
っ
て
強
制
労
働
に
服
せ
し
め

60

た
。

（　

） 

第
一
部
の
議
題
は
犯
罪
被
害
者
の
賠
償
法
・
刑
名
の
区
分
法
・
再
犯
加
重
の
標
準
・
条
件
付
裁
判
法
の
利
害
・
外
国
裁
判
受
刑
者
の
本
国
で

61

の
処
分
・
刑
事
殖
民
等
で
あ
っ
た
。
第
二
部
で
は
他
に
懲
罰
の
附
加
法
・
運
動
の
実
行
法
・
精
神
病
者
の
刑
期
計
算
法
な
ど
が
議
題
と
な
っ
た
。

第
三
部
は
飲
酒
者
の
矯
正
法
・
乞
食
の
取
締
法
等
が
議
題
と
な
っ
た
。
第
四
部
で
は
犯
罪
責
任
年
齢
・
売
淫
予
防
法
・
国
家
に
よ
る
親
権
等
が

議
題
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
一
四
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
一
四
頁
。

62
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
八
号
、
一
三
頁
。

63
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
三
九
頁
。

64
（　

） 

大
日
本
監
獄
協
会
が
提
出
し
た
資
料
は
会
場
で
喝
采
を
浴
び
、
日
本
の
監
獄
制
度
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
各
国
代
表
者
た
ち
に

65

欧
米
の
水
準
に
到
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
に
至
っ
た
（「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
五
巻
、
明
治
三
〇
年
、
六
九
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
八
頁
。

66
（　

） 

会
議
の
議
事
は
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
進
行
し
た
。
小
河
が
五
〇
日
あ
ま
り
の
短
期
間
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
得
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と

67

か
ら
、
小
河
が
会
議
で
十
分
に
説
明
責
任
を
果
た
せ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
会
議
に
お
け
る
小
河
の
活

躍
に
対
し
勲
章
を
授
与
し
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
八
巻
一
号
、
四
頁
に
「
佛
國
政
府
は
氏
の
効
績
を
録
し
光
輝
あ
る
同
國
第
三
等
勲
章
を
贈

呈
す
る
に
至
り
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。

（　

） 
「
佛
國
の
監
獄
を
見
て
當
国
に
来
れ
ば
實
に
別
天
地
の
感
有
之
申
候
迚
も
比
較
に
は
相
成
不
申
候
今
か
ら
思
へ
ば
佛
國
の
監
獄
は
其
進
歩
改
良

68

せ
ざ
る
こ
と
實
に
驚
べ
く
建
物
を
除
け
ば
殘
る
所
治
獄
の
実
況
は
殆
ん
と
一
の
価
値
な
し
と
謂
ふ
も
可
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」

第
六
巻
第
九
号
、
明
治
二
八
年
、
二
九
頁
）。
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（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
九
号
、
三
〇
頁
。

69
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
九
号
、
三
〇
頁
。

70
（　

） 

来
る
八
月
二
四
日
よ
り
同
月
二
九
日
ま
で
、
一
週
間
の
予
定
を
以
て
、
端
西
國
ゼ
ネ
ー
ブ
府
に
於
て
、
刑
事
人
類
学
列
國
会
議
、
開
催
に
付

71

き
、
同
國
政
府
よ
り
本
邦
駐
在
同
國
総
領
事
を
経
て
、
本
邦
よ
り
も
代
表
委
員
を
派
遣
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
照
会
し
来
り
た
る
よ
し
、
刑
事
人
類

学
は
目
下
の
一
新
題
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
に
て
、
之
が
研
究
は
監
獄
学
の
一
部
と
し
て
、
最
も
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
幸
ひ
、

小
河
氏
は
尚
ほ
、
独
逸
國
ボ
ン
府
に
滞
在
せ
る
が
故
、
同
氏
に
該
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
出
席
せ
し
む
る
こ
と
に
決
定
な
り
し
と
言
ふ
、
該
会
の

議
題
等
は
翻
訳
欄
内
に
訳
出
す
べ
し
（「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
九
八
号
、
明
治
二
九
年
、
三
一
頁
）。

（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
九
号
、
明
治
二
九
年
、
一
二
頁
。

72
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
九
号
、
一
三
頁
。

73
（　

） 
「
小
河
氏
よ
り
（
小
野
田
）
警
保
局
長
へ
通
信
」（「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
〇
号
、
明
治
二
九
年
、
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
私
事

74

不
相
換
無
事
引
続
以
御
蔭
万
事
好
都
合
に
て
研
究
罷
在
候
間
乍
憚
御
省
慮
被
成
下
度
尚
又
此
度
は
端
西
國
に
開
設
の
刑
事
人
類
学
会
議
へ
出
席

之
命
を
蒙
り
、
難
有
奉
拝
謝
候
乍
不
及
此
好
機
会
に
於
て
此
新
学
問
に
就
て
も
十
分
之
研
究
相
盡
し
度
心
得
に
候
坐
候
」
と
あ
る
。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
九
号
、
一
三
頁
。

75
（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
明
治
二
九
年
、
九
頁
。

76
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
九
頁
。

77
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
九
頁
。

78
（　

） 

ク
レ
ム
ス
（K
rem
s

）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
北
東
部
、
ニ
ー
ダ
ー
エ
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
州
の
都
市
。
ウ
イ
ー
ン
か
ら
北
西
へ
鉄
道
で　

㎞
、
ド

79

７９

ナ
ウ
川
の
左
岸
沿
い
に
位
置
す
る
（『
世
界
地
名
大
事
典
１
』、
朝
倉
書
店
、
一
九
七
三
年
、
四
四
八
頁
）。
小
河
は
小
野
田
警
保
局
長
へ
の
書
簡

に
お
い
て
、
ク
レ
ム
ス
の
位
置
を
「
ウ
イ
ー
ン
か
ら
汽
車
で
三
時
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七

巻
第
一
一
号
、
九
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
一
〇
頁
。

80
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
一
〇
頁
。

81
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
一
号
、
一
〇
頁
。

82
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（　

） 

小
河
は
モ
ア
ビ
ー
ト
監
獄
で
上
等
司
獄
官
同
様
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、
昼
夜
を
問
わ
ず
監
獄
に
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た

83

（「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
一
〇
号
、
明
治
二
八
年
、
一
二
―
一
三
頁
）。
ま
た
、
モ
ア
ビ
ー
ト
監
獄
内
に
小
河
専
用
の
事
務
室
が
用
意
さ
れ
る

な
ど
ク
ロ
ー
ネ
か
ら
過
剰
な
ほ
ど
厚
遇
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
日
清
戦
争
の
戦
勝
国
と
し
て
日
本
が
世
界
各
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
た
こ
と
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

） 
「
万
國
監
獄
会
議
派
遣
委
員
と
し
て
、
佛
國
巴
梨
に
派
遣
せ
ら
れ
た
る
同
氏
は
、
目
下
独
逸
伯
林
府
に
て
、
同
國
監
獄
の
調
査
研
究
に
従
事
せ

84

ら
れ
、
一
面
同
府
大
学
に
通
学
し
、
博
士
ダ
ン
バ
ッ
ハ
氏
の
監
獄
法
講
義
を
研
究
せ
ら
る
る
よ
し
に
て
、
凡
て
の
調
査
も
、
中
々
綿
密
な
る
が

故
に
、
一
朝
一
夕
の
克
く
終
了
し
得
る
こ
と
難
け
れ
ば
、
予
定
の
期
限
、
即
ち
本
年
三
月
中
に
、
帰
朝
す
る
こ
と
難
き
を
以
て
、
更
に
一
ヶ
年

留
学
の
儀
、
其
の
筋
へ
申
越
さ
れ
た
る
趣
な
る
が
、
斯
道
の
爲
め
、
十
分
研
学
せ
し
む
る
の
必
要
は
あ
る
も
、
予
定
の
期
限
外
、
一
ヶ
年
の
官

費
留
学
は
経
費
の
点
等
よ
り
六
ヶ
し
と
て
、
特
に
本
年
五
月
迄
に
は
、
官
費
留
学
の
こ
と
と
な
り
し
が
、
其
の
後
は
私
費
に
て
も
、
滞
在
し
た

き
趣
な
れ
ば
、
来
年
の
三
月
下
旬
な
ら
で
は
帰
朝
せ
ら
れ
ざ
る
筈
な
り
（「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
九
二
号
、
明
治
二
九
年
、
一
一
頁
）」。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
一
〇
号
、
一
三
頁
。

85
（　

） 
「
善
き
所
は
飽
く
ま
で
善
く
、
悪
し
き
所
は
極
端
に
悪
し
く
我
國
の
監
獄
に
も
遥
か
に
劣
り
候
様
な
る
雑
居
監
獄
も
亦
た
不
尠
」
と
述
べ
て
い

86

る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
一
二
号
、
明
治
二
八
年
、
五
四
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
六
巻
第
一
二
号
、
五
四
頁
。

87
（　

） 
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
号
、
明
治
二
九
年
、
一
一
頁
。

88
（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
一
号
、
一
一
頁
。

89
（　

） 

ド
イ
ツ
の
監
獄
は
内
務
・
司
法
両
省
が
分
轄
し
、
内
務
省
所
轄
監
獄
が
地
方
庁
直
隷
、
司
法
省
所
轄
監
獄
は
裁
判
所
直
隷
で
あ
っ
た
。
両
所

90

轄
監
獄
と
も
に
監
獄
官
吏
は
監
獄
知
識
に
乏
し
く
、
監
獄
は
囚
人
を
た
だ
繋
い
で
お
く
だ
け
の
牢
屋
の
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
監
獄

雑
誌
」
第
七
巻
第
一
号
、
一
五
頁
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
ク
ロ
ー
ネ
の
発
案
で
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
月
に
ベ
ル
リ

ン
に
書
記
官
及
び
判
検
事
を
招
集
し
、
短
期
間
で
監
獄
に
関
す
る
講
習
を
行
う
獄
務
講
習
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
講
習
へ
の
参
加
許

可
を
得
た
小
河
は
、
第
一
回
と
第
二
回
の
講
習
に
参
加
し
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
三
号
、
明
治
二
九
年
、
一
一
―
一
二
頁
）。

（　

） 

当
時
の
ド
イ
ツ
三
大
刑
法
学
者
は
、
ボ
ン
の
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
・
ベ
ル
リ
ン
の
ベ
ン
ネ
ル
・
ハ
レ
の
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
九
月
に
開
講
し
た
第

91

二
回
獄
務
講
習
会
で
リ
ス
ト
と
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
が
監
獄
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
六
号
、
明
治
二
九
年
、
一
二

第22巻３・４号―― 100



頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
六
号
、
一
三
頁
。

92
（　

） 

小
河
は
こ
の
地
方
の
犯
罪
原
因
を
ボ
ン
市
民
の
気
性
が
軽
躁
で
あ
り
、
ラ
イ
ン
地
方
名
産
の
酒
に
よ
る
過
度
の
飲
酒
が
影
響
し
て
い
る
と
プ

93

ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
曜
日
に
労
働
者
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
た
め
に
、
酒
場
で
飲
酒
を
し
て
い
る
う
ち
に
喧
嘩
に
な

り
殺
傷
へ
と
発
展
す
る
。
ま
た
は
飲
み
す
ぎ
て
賃
金
を
使
い
果
た
し
た
結
果
、
窃
盗
・
強
盗
を
犯
し
た
り
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
自
殺
や
虐
待

に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
六
号
、
一
二
―
一
四
頁
）。

（　

） 

一
八
二
〇
年
代
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
監
獄
協
会
（G
ef�ngnisgesellshaften

）
及
び
受
刑
者
擁
護
団
体
（G

efangenenf�rsorgevereine

）

94

が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
最
初
の
監
獄
協
会
は
、
一
八
二
六
年
に
牧
会
者
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
リ
ー
ト
ナ
ー
（T

heodor
F
riedner

）

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
設
立
さ
れ
た
ラ
イ
ン
‐
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
監
獄
協
会
、
及
び
一
八
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
援
護
会
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
釈
放
者
保
護
だ
け
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
犯
罪
者
の
改
善
施
設
と
し
て
の
監
獄
の
理
想
像
を
掲
げ
、
被
収
容
者
の
教
育
及
び

牧
会
の
世
話
に
も
尽
力
し
た
（M

itterm
ain
er,W

.G
ef�n
g
n
isk
u
n
d
e－
E
in
L
eh
rb
u
ch
f�r
S
tu
d
iu
m
u
n
d
P
rax
is.B
erlin

u
.a.1954.S

.

23.

）

（　

） 

当
時
、
出
獄
人
保
護
制
度
は
ス
イ
ス
が
最
も
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
、
第
二
が
バ
イ
エ
ル
ン
と
さ
れ
て
い
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
出
獄
人
保
護

95

事
業
関
連
資
金
は
、
王
室
・
県
庁
と
市
庁
の
保
護
金
・
囚
徒
工
銭
利
子
・
出
獄
人
工
銭
か
ら
得
て
い
た
た
め
資
金
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
。
ド
イ

ツ
で
も
慈
善
事
業
関
連
費
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
我
が
国
で
は
理
想
と
は
程
遠
い
と
し
て
い
る
（
前
掲
「
監

獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
六
号
、
一
六
―
一
七
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
監
獄
雑
誌
」
第
七
巻
第
六
号
、
七
―
八
頁
。

96
（　

） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
四
号
、
明
治
三
〇
年
、
一
七
頁
。

97
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
六
頁
。

98
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
六
頁
。

99
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
七
頁
。

１００
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
八
頁
。

１０１
（　

） 

香
港
で
は
帝
國
領
事
館
に
て
領
事
官
の
紹
介
状
を
も
ら
い
、
監
獄
の
典
獄
に
願
い
出
れ
ば
監
獄
参
観
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
香
港

１０２
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監
獄
で
は
典
獄
自
ら
が
小
河
を
案
内
し
て
い
る
。
欧
州
で
は
監
獄
参
観
許
可
の
権
限
の
多
く
が
所
轄
大
臣
に
属
し
て
い
た
た
め
、
少
な
く
と
も

監
獄
事
務
を
統
括
し
て
い
る
中
央
機
関
の
長
官
で
あ
る
監
獄
局
長
に
特
許
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇

八
号
、
九
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
〇
頁
。

１０３
（　

） 
「
日
本
で
は
ま
だ
監
獄
で
拷
問
を
用
ひ
た
り
、
非
常
の
虐
待
を
す
る
有
様
で
あ
る
と
い
ふ
よ
う
な
こ
と
を
言
ふ
て
居
る
者
が
ご
ざ
い
ま
し
た
」

１０４

（
前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
〇
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
一
一
頁
。

１０５
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
二
一
頁
。

１０６
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
四
二
頁
。

１０７
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
四
五
頁
。

１０８
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
〇
八
号
、
四
五
頁
。

１０９
（　

） 

幕
末
期
に
新
し
く
横
浜
が
開
港
さ
れ
る
と
、
上
海
や
香
港
な
ど
の
居
留
地
や
植
民
地
で
荒
稼
ぎ
を
し
て
い
た
外
国
人
商
人
た
ち
が
横
浜
に
殺

１１０

到
し
日
本
人
商
人
た
ち
と
荒
っ
ぽ
い
商
取
引
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
ま
と
も
な
商
売
は
長
続
き
し
な
い
と
見
た
ジ
ャ
パ

ン
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
リ
ッ
カ
ビ
ー
が
原
動
力
と
な
っ
て
「
外
国
人
商
業
会
議
所
」
の
設
立
を
呼
び
掛
け
、
紆
余
曲
折
の
末
、
か
な
り
多
勢
の
商

人
を
集
め
、
行
動
力
あ
ふ
れ
る
委
員
、
人
気
の
高
い
会
頭
（
ウ
ォ
ル
シ
ュ
＝
ホ
ー
ル
商
会
主
フ
ラ
ン
ク
＝
ホ
ー
ル
）
を
選
び
、
実
用
的
か
つ
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
会
則
な
ど
を
定
め
て
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
一
月
四
日
、
横
濱
商
業
会
議
所
が
設
立
さ
れ
た
。
歴
代
の
会
議
所
会
頭
に

は
横
浜
在
留
の
有
力
商
社
の
社
主
ま
た
は
社
長
が
就
任
し
た
。
横
濱
商
業
会
議
所
は
横
浜
の
外
国
人
商
人
社
会
の
利
益
を
保
護
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
至
上
目
的
と
し
、
取
り
上
げ
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
そ
の
つ
ど
特
別
委
員
会
を
編
成
し
、
検
討
の
末
、
条
約
諸
国
の
公
使
ま
た
は
領

事
に
対
し
陳
情
書
・
意
見
書
な
ど
を
提
出
し
た
（
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
居
留
地
研
究
会
編
『
横
浜
居
留
地
と
異
文
化
交
流
―
一
九
世
紀
後

半
の
国
際
都
市
を
読
む
―
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
二
頁
）。

（　

） 

"A
V
ISIT

T
O
SU
G
A
M
O
P
R
ISO
N
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.
A
pril23,1898.

（
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

１１１

に
よ
る
）。
明
治
三
一
年
六
月
一
五
日
「
横
濱
商
業
会
議
所
々
員
監
獄
視
察
報
告
」（
矯
正
図
書
館
蔵
『
公
文
編
年
録
』
所
収
）。
た
だ
し
、「
横

濱
商
業
会
議
所
々
員
監
獄
視
察
報
告
」
に
は
巣
鴨
監
獄
に
関
す
る
報
告
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
村
襄
編
『
外
国
人
拘
禁
處
遇
論
』（
警
察
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監
獄
学
會
蔵
版
、
明
治
三
二
年
）
二
五
―
五
一
頁
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（　

） 

明
治
二
四
年
五
月
着
工
、
明
治
二
八
年
一
〇
月
竣
工
。
工
事
設
計
及
び
監
督
を
当
時
随
一
と
評
さ
れ
た
米
国
建
築
学
士
・
臨
時
建
築
局
四
等

１１２

技
師
で
あ
る
妻
木
頼
黄
に
嘱
託
し
た
。
敷
地
六
万
二
一
一
八
坪
、
内
耕
耘
地
一
万
四
八
五
六
坪
六
合
二
勺
、
庭
園
お
よ
び
道
敷
四
万
四
〇
一
三

坪
八
合
九
勺
。
外
塀
・
構
内
建
物
す
べ
て
赤
煉
瓦
造
り
、
外
塀
高
さ
一
八
尺
、
そ
の
延
長
実
に
九
〇
四
間
、
外
塀
四
隅
に
尖
塔
の
高
見
張
が
あ

り
。
二
階
建
表
門
の
外
側
は
鉄
扉
、
内
側
は
厚
さ
二
寸
三
分
の
槻
材
扉
が
あ
っ
て
一
三
尺
幅
の
通
路
を
二
段
構
え
に
閉
鎖
し
て
い
る
。
こ
の
中

に
病
監
・
別
房
監
・
暗
室
・
屏
禁
監
・
炊
場
・
浴
場
・
書
信
室
・
接
見
所
・
人
民
控
所
・
教
誨
場
・
服
役
場
が
散
在
し
て
い
た
。
東
西
南
に
は

各
裏
門
が
あ
り
、
右
側
に
腰
を
か
が
め
て
入
る
小
さ
な
潜
り
戸
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
と
接
続
す
る
中
央
看
守
所
は
三
階
建
で
、
こ
れ
を

鳥
の
胴
部
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
左
右
に
五
つ
の
平
屋
舎
房
が
あ
た
か
も
両
翼
の
ご
と
く
、
放
射
状
型
に
拡
が
っ
て
い
る
。
独
居
房
が
な
く
、

総
房
数
三
〇
〇
、
収
容
定
員
二
四
〇
〇
人
。
巣
鴨
監
獄
は
外
国
人
の
拘
禁
処
遇
を
念
頭
に
、
ベ
ッ
ド
を
置
く
た
め
の
空
間
な
ど
、
居
住
性
を
中

心
に
要
請
・
配
慮
し
て
造
ら
れ
舎
房
主
義
・
雑
居
主
義
の
監
獄
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
銀
行
・
砲
兵
工
廠
と
共
に
東
京
の
三
大
建
築
と
い
わ

れ
た
（『
明
治
工
業
史
・
建
築
編
』）。

（　

） 

中
村
襄
は
、
巣
鴨
監
獄
に
煖
室
が
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
英
米
領
事
監
獄
に
も
煖
室
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
英
国
内
の
監
獄
で
さ

１１３

え
六
畳
敷
の
座
敷
に
置
く
く
ら
い
の
煖
爐
が
一
個
あ
る
だ
け
で
他
に
室
内
を
温
め
る
方
法
は
な
い
、
も
し
健
康
に
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
す
ぐ
に
監
獄
に
煖
室
を
設
置
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
と
反
論
し
、「
少
し
意
地
悪
け
れ
ど
」
と
し
な
が
ら
も
「
冬
は
寒
く
夏

は
暑
い
と
か
又
は
囚
徒
の
待
遇
は
單
に
其
生
命
を
保
持
す
る
に
」
過
ぎ
な
い
た
め
「
殆
ん
ど
雲
を
捕
ふ
る
に
等
し
き
議
論
」
で
あ
り
、「
針
小
棒

大
的
に
し
て
誠
に
始
末
の
悪
し
き
議
論
」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
（「
監
獄
雑
誌
」
第
九
巻
第
八
号
、
明
治
三
一
年
、
三
四
―
三
五
頁
）。

（　

） 

神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
新
聞
（T

h
e
K
ob
e
C
h
ron
icle

）
は
、
こ
の
結
果
に
対
し
て
か
な
り
批
判
的
な
見
方
を
し
て
い
る
。
特
に
、
神
戸
ク
ロ
ニ

１１４

ク
ル
新
聞
は
横
濱
商
業
会
議
所
所
員
が
既
決
囚
と
未
決
囚
を
区
別
せ
ず
に
調
査
を
行
っ
た
点
を
非
難
し
た
（"Y

O
K
O
H
A
M
A
C
H
A
M
B
E
R

O
F
C
O
M
M
E
R
C
E
A
N
D
SU
G
A
M
O
P
R
ISO
N
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.
M
ay
7,1898

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
は
「
巣
鴨
監
獄
で
は
刑
罰
を
受
け
る
べ
き
未
決
囚
は
収
容
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
文
明
国
で
あ
っ
て
も
未
決

囚
が
刑
罰
を
受
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
反
論
し
、
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
新
聞
の
批
判
が
的
は
ず
れ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（"S

T
IL
L
T
H
E

P
R
ISO
N
Q
U
E
ST
IO
N
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.
M
ay
14,1898

）。
た
だ
し
、
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
新
聞
の
記
述
か
ら
、
改
正
条
約
実

施
後
の
外
国
人
収
容
に
関
し
て
、
既
決
囚
の
処
遇
内
容
・
方
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
決
拘
禁
の
あ
り
方
に
も
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ

103 ――不平等条約改正後における外国人処遇対策と明治二二年「監獄則」改正



と
が
う
か
が
え
る
。

（　

） 

"P
R
ISO
N
IN
JA
P
A
N

―K
A
JIB
A
SH
I
A
N
D
IC
H
IG
A
Y
A
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.  June

18,1898.

１１５

 

"A
V
ISIT

T
O
SU
G
A
M
O
P
R
ISO
N
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.  A

pril23,1898.
（　

） 
"A
V
ISIT

T
O
SU
G
A
M
O
P
R
ISO
N
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.,
A
pril23,1898.

１１６

 

前
掲
「
横
濱
商
業
会
議
所
々
員
監
獄
視
察
報
告
」。

（　

） 

巣
鴨
監
獄
建
築
の
き
っ
か
け
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
警
視
庁
石
川
島
監
獄
の
移
転
改
築
問
題
で
あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
五
月
二
日
、
巣
鴨
監

１１７

獄
建
築
に
あ
た
り
、
東
京
府
会
が
改
築
費
四
〇
万
円
（
内
一
〇
万
円
は
国
庫
補
助
）
を
計
上
、
六
月
二
六
日
に
巣
鴨
村
監
獄
建
築
委
員
が
任
命

さ
れ
た
。
委
員
長
は
警
視
庁
会
計
局
長
石
原
近
義
、
監
獄
建
築
委
員
は
第
一
局
次
長
兼
監
獄
本
署
長
警
視
山
下
房
義
、
会
計
局
次
長
柳
田
養
拙

と
さ
れ
た
（
東
京
警
視
監
獄
署
編
輯
『
警
視
庁
史
稿
』、
一
八
九
三
年
、
六
五
〇
頁
）。

（　

） 

前
掲
「
横
濱
商
業
会
議
所
々
員
監
獄
視
察
報
告
書
」。

１１８
（　

） 

"P
R
ISO
N
E
X
P
E
N
D
IT
U
R
E
S."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.  M

ay
21,1898.

１１９
（　

） 

F
.O
.46.

（
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
所
蔵
日
本
関
係
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
）vol.499,N

o105.

１２０
（　

） 

ベ
ン
ネ
ッ
ト
事
件
に
つ
い
て
は
一
八
九
八
年
一
一
月
五
日
付
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
が
報
道
し
て
い
る
（"T

H
E
E
D
W
A
R
D
S

１２１

C
A
SE
."
T
h
e
Jap
an
W
eek
ly
M
ail.

N
ov
5,1898

）。

（　

） 

F
.O
.46.vol.499,N

o117.

１２２
（　

） 

F
.O
.46.vol.499,N

o115.

「
外
國
人
所
遇
ニ
關
ス
ル
英
國
公
使
ノ
覺
書
」、
前
掲
『
公
文
編
年
録
』、
明
治
三
一
年
。

１２３
（　

） 

"T
H
E
K
O
B
E
IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
C
O
M
M
IT
T
E
E
."
T
h
e
K
ob
e
C
h
ron
icle.

July
26,1899.

（
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑

１２４

誌
文
庫
蔵
）。「
外
囚
待
遇
上
ニ
就
テ
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
外
一
新
聞
記
事
譯
文
」、
前
掲
『
公
文
編
年
録
』、
明
治
三
二
年
。

（　

） 

上
田
茂
登
治
編
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
刑
務
協

１２５

会
、
一
九
三
三
年　

二
二
―
二
三
頁
。

（　

） 
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
明
治
三
〇
年
、
三
〇
頁
。

１２６
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
〇
頁
。

１２７
（　

） 

前
掲
上
田
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
二
五
頁
。

１２８
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（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
五
―
三
六
頁
。

１２９
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
六
―
三
七
頁
。

１３０
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
七
頁
。

１３１
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
七
頁
。

１３２
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
七
頁
。

１３３
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
七
頁
。

１３４
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
八
頁
。

１３５
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
三
九
頁
。

１３６
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
四
一
頁
。

１３７
（　

） 

前
掲
「
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
」
第
一
一
〇
号
、
四
一
頁
。

１３８
（　

） 

改
訂
絛
約
實
施
ノ
後
外
國
人
ヲ
拘
禁
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
之
レ
カ
爲
ニ
其
待
遇
ヲ
殊
別
ス
ヘ
キ
必
要
ナ
キ
カ
如
シ
ト
雖
モ
而
モ
個
人

１３９

的
關
係
ノ
如
何
ニ
依
リ
全
然
我
邦
人
ト
同
一
ノ
待
遇
ヲ
爲
ス
能
ハ
サ
ル
ヤ
明
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
我
邦
ノ
風
俗
習
慣
ニ
馴
レ
サ
ル
外
國
人
ニ
對
シ
テ

ハ
左
ノ
方
針
ニ
依
リ
待
遇
ヲ
ナ
ス
ヲ
要
ス
尤
モ
是
等
ノ
外
國
人
ト
雖
モ
當
局
者
ニ
於
テ
成
ル
ヘ
ク
漸
時
我
邦
ノ
風
習
ニ
馴
致
セ
シ
ム
ル
ノ
注
意

ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

一　

被
服
ノ
件

在
監
人
ノ
衛
生
ヲ
重
ン
シ
健
康
ヲ
保
持
セ
シ
ム
ヘ
キ
ハ
固
ヨ
リ
言
ヲ
俟
タ
ス
故
ニ
衛
生
上
醫
師
ノ
意
見
ニ
依
リ
施
行
細
則
第
五
十
九
絛
ニ
準
拠

シ
囚
人
懲
治
人
ニ
對
シ
襦
袢
袴
下
等
ヲ
着
用
セ
シ
ム
ル
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ハ
内
外
國
人
ヲ
問
ハ
ス
其
自
衣
ヲ
着
用
セ
シ
ム
ト
モ
敢
テ
差
支
ナ

シ
而
シ
テ
又
外
國
人
ニ
對
シ
テ
ハ
特
ニ
靴
下
、
上
沓
、
木
履
等
ヲ
給
ス
ル
ノ
注
意
ア
ル
ヲ
要
ス

　
　
　

二　

住
居
ノ
件

外
國
人
拘
禁
ノ
監
房
内
ニ
在
テ
ハ
椅
子
並
ニ
食
卓
ヲ
備
ヘ
置
ク
ヘ
シ
若
シ
其
ノ
構
造
ニ
シ
テ
脆
弱
ナ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
堅
牢
ナ
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
房

ノ
入
口
狭
隘
ニ
失
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
廣
大
ナ
ラ
シ
メ
而
シ
テ
又
冬
期
極
寒
ノ
地
方
ニ
在
テ
ハ
暖
房
ノ
設
備
ア
ル
ヲ
要
シ
其
健
康
ヲ
保
持
ス
ル
ニ

必
要
ナ
ル
場
合
ニ
限
リ
特
ニ
湯
婆
ヲ
用
ヒ
シ
ム
ヘ
シ

外
國
人
拘
禁
ノ
監
房
内
ニ
ハ
在
監
人
ノ
心
得
置
ク
ヘ
キ
事
項
ハ
成
ル
ヘ
ク
英
文
又
ハ
支
那
文
ヲ
用
ヒ
テ
掲
示
ス
ル
ヲ
要
ス
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三　

食
糧
ノ
件

刑
事
被
告
人
ニ
對
シ
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
自
辨
食
物
購
求
ヲ
許
ル
ス
ノ
主
義
ヲ
採
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ
囚
人
ニ
對
シ
テ
モ
亦
監
獄
醫
ハ
彼
等
ノ
健

康
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
思
料
シ
領
置
金
ア
ル
ト
キ
ハ
能
ク
其
事
情
ヲ
精
査
シ
監
獄
則
第
廿
五
絛
ニ
所
謂
正
當
ノ
費
用
ト
見
做
シ
滋

養
物
ノ
購
求
ヲ
許
可
シ
專
ラ
衛
生
保
健
ノ
法
ヲ
計
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

若
シ
米
食
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
入
監
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
便
宜
慣
用
シ
來
リ
タ
ル
食
物
ヲ
成
ル
ヘ
ク
廉
価
ニ
テ
調
理
シ
得
ル
ノ
方
法
を
採
リ
之
ヲ
給
ス

ル
ノ
注
意
ア
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
之
カ
爲
ニ
一
定
ノ
食
費
ヲ
以
テ
賄
ヒ
難
キ
ト
キ
ハ
素
ト
營
養
ノ
不
給
ヲ
補
ヒ
健
康
ヲ
保
持
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
カ
故

ニ
療
養
費
中
ヨ
リ
支
辨
ス
ル
モ
敢
テ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
シ

　
　
　

四　

作
業
ノ
件

外
國
人
ハ
成
ル
ヘ
ク
分
房
ニ
拘
禁
シ
作
業
モ
亦
分
房
ニ
於
テ
採
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
若
シ
本
人
ノ
志
望
ア
ル
ト
キ
ハ
監
内
掃
除
等
ノ
役
ニ
就
カ
シ

ム
ヘ
シ
而
シ
テ
分
房
ニ
在
ル
者
ハ
晴
雨
ニ
論
ナ
ク
勉
メ
テ
房
外
ノ
運
動
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
注
意
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

五　

頭
髪
短
薙
ノ
件

短
期
囚
ニ
係
ル
支
那
人
ノ
頭
髪
歐
米
人
ノ
髭
鬚
ハ
其
儘
ニ
之
ヲ
存
シ
置
ク
ヘ
シ
若
シ
長
期
囚
ニ
シ
テ
之
ヲ
短
薙
剃
除
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
出
獄
前
ニ

原
形
ニ
復
セ
シ
ム
ル
ノ
注
意
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　

六　

教
誨
ノ
件

少
數
ノ
外
國
人
ニ
對
シ
特
ニ
教
誨
師
ヲ
傭
聘
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
事
情
ア
ル
ヲ
以
テ
其
地
方
同
宗
ノ
宗
教
家
ア
ル
ト
キ
ハ
便
宜
之
ニ
嘱
託
シ

以
テ
教
誨
ヲ
行
フ
ヘ
シ

　
　
　

七　

教
育
ノ
件

未
丁
年
者
ノ
教
育
ハ
邦
語
ニ
通
セ
サ
ル
外
國
人
ニ
對
シ
之
ヲ
施
ス
コ
ト
實
際
困
難
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
便
宜
或
ハ
之
ヲ
省
略
ス
ル
モ
止
ム
ヲ
得

サ
ル
コ
ト
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
是
等
ノ
者
ニ
對
シ
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
書
籍
ノ
看
讀
等
ヲ
勧
奨
シ
自
修
ノ
途
ヲ
開
カ
シ
ム
ル
ノ
注
意
ア
ル
ヲ
要
ス

　
　
　

八　

接
見
ノ
件

接
見
ハ
差
支
ナ
キ
限
リ
之
ヲ
許
可
ス
ヘ
キ
コ
ト
勿
論
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
外
國
人
ノ
接
見
ハ
立
會
官
吏
ノ
會
得
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
語
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ

非
ラ
ス
ン
ハ
危
険
モ
亦
尠
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
故
ニ
若
シ
立
會
官
吏
ノ
解
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
語
ヲ
以
テ
接
見
ヲ
請
ハ
ン
ト
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
通
辨
人

ヲ
附
添
ハ
シ
メ
通
辨
セ
シ
ム
ル
ノ
注
意
ア
ル
ヲ
要
ス
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九　

身
體
捜
検
並
ニ
入
浴
ノ
件

身
體
ノ
捜
検
ハ
男
子
ノ
外
國
人
ナ
ル
ト
キ
ハ
男
官
吏
ヲ
シ
テ
爲
サ
シ
メ
女
子
ニ
係
ル
ト
キ
ハ
女
監
取
締
ノ
ミ
ヲ
シ
テ
之
ヲ
爲
サ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

入
浴
モ
亦
成
ル
ヘ
ク
各
別
ニ
之
ヲ
爲
サ
シ
ム
ヘ
シ
是
等
ノ
點
ハ
須
ク
彼
等
ノ
風
俗
習
慣
ヲ
顧
ミ
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
爲
ス
ノ
注
意
ア
ル
ヘ
シ

　
　
　

十　

禮
式
ノ
件

禮
式
ハ
外
國
人
ニ
對
シ
テ
ハ
必
ス
シ
モ
日
本
人
ト
同
一
ナ
ル
儀
型
ヲ
用
ヒ
シ
ム
ル
ニ
及
ハ
ス
服
従
敬
禮
ノ
哀
情
ヲ
表
セ
シ
ム
ル
ニ
足
レ
ハ
則
チ

可
ナ
リ

　
　
　

十
一

外
國
人
ヲ
拘
禁
シ
タ
ル
所
ノ
監
房
ニ
ハ
外
國
語
ヲ
解
シ
得
ヘ
キ
看
守
ヲ
配
置
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
而
シ
テ
其
外
國
語
ニ
ハ
多
數
ノ
外
國
人
間
ニ
在

テ
解
シ
易
キ
英
語
ヲ
採
ル
ヲ
要
ス
此
等
ノ
看
守
ハ
宜
シ
ク
今
ヨ
リ
養
成
ニ
意
ヲ
用
ヰ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

（
前
掲
上
田
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
四
〇
―
四
三

頁
）。

（　

） 

前
掲
上
田
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
四
六
頁
。

１４０
（　

） 

前
掲
上
田
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
四
七
、
五
〇

１４１

頁
。

（　

） 

監
獄
協
会
編
纂
『
監
獄
法
令
類
纂
』、
明
治
四
四
年
、
五
四
一
頁
。

１４２
（　

） 

前
掲
『
監
獄
法
令
類
纂
』、
五
四
一
―
五
四
三
頁
。

１４３
（　

） 

前
掲
『
監
獄
法
令
類
纂
』、
五
四
四
―
五
四
九
頁
。

１４４
（　

） 

国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
類
聚
』、「
監
獄
則
中
改
正
ノ
件
（
秘
甲
第
一
〇
八
号
）」、
明
治
三
二
年
六
月
一
日
。
ま
た
、
明
治
三
二
年
の
全
国

１４５

典
獄
会
議
に
お
い
て
、
大
久
保
利
武
監
獄
局
長
が
「
監
獄
則
ノ
改
正
ト
云
フ
ノ
ハ
決
シ
テ
根
本
的
ノ
改
正
ト
云
フ
意
味
デ
ハ
ナ
ク
シ
テ
必
要
已

ム
ヲ
得
ズ
改
正
シ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
ヲ
改
正
ス
ル
ニ
止
マ
ツ
テ
ホ
ン
ノ
部
分
改
正
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
ソ
レ
ハ
今
度
刑
法
ノ
改
正
案
ヲ
折
角
法

典
調
査
會
デ
調
査
中
テ
ア
リ
マ
シ
テ
遠
カ
ラ
ヌ
内
ニ
其
發
布
ノ
コ
ト
ニ
ナ
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
監
獄
則
ハ
御
承
知
ノ
通
リ
刑
法
ト
密
着

ノ
關
係
ヲ
持
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
刑
法
改
正
ノ
暁
ニ
ナ
ツ
テ
又
監
獄
則
ニ
大
ナ
ル
改
正
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
述

べ
て
い
る
（
前
掲
上
田
『
刑
務
所
長
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
（
自　

明
治
一
七
年
一
一
月　

至　

昭
和
七
年
七
月
）』、
五
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二
頁
）。

（　

） 

従
前
の
修
身
、
宗
教
書
な
ど
の
教
育
的
書
籍
の
類
だ
け
で
は
な
く
、
感
化
若
し
く
は
紀
律
に
妨
げ
な
し
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
取

１４６

扱
い
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
稗
史
小
説
な
ど
に
つ
い
て
も
閲
読
が
可
能
に
な
っ
た
。
明
治
三
一
年
に
開
催
さ
れ
た
典
獄
会
議
に
お
い
て
、「
稗
史

小
説
紀
行
等
ニ
シ
テ
感
化
上
有
益
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
カ
看
讀
ヲ
在
監
人
ニ
許
可
ス
ル
ノ
可
否
如
何
」（
内
務
省
監
獄
局
『
明
治
三
十
一
年
典
獄

諮
問
会
速
記
録
』
二
一
一
頁
）
と
諮
問
さ
れ
て
お
り
、「
監
獄
則
」
三
二
条
改
正
が
同
諮
問
結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
た
だ
し
、
閲
読
許
可
範
囲
が
拡
大
し
た
と
は
い
え
、
無
制
限
に
書
籍
閲
読
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
三
二
年
典
獄
会
議
に
お

い
て
、
感
化
上
有
害
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
感
化
上
有
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
明
治
三
十
一

年
典
獄
諮
問
会
速
記
録
』
二
一
六
頁
）。

（　

） 

前
掲
小
河
『
監
獄
学
』
六
六
一
頁
。

１４７
（　

） 

こ
れ
は
正
面
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
監
獄
則
施
行
細
則
」
で
日
曜
日
に
教
誨
を
行
う
と
し
た
規
定
の
解
釈
と
し
て
、
午
前
中
は

１４８

教
誨
、
午
後
は
面
会
・
通
信
・
理
髪
・
読
書
・
洗
濯
・
補
綴
な
ど
の
用
務
に
当
て
る
と
の
見
解
を
通
達
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
の
で
、
当
座
は

日
曜
日
を
全
休
に
し
た
監
獄
も
数
年
後
に
は
秩
序
維
持
と
作
業
奨
励
を
理
由
に
再
び
日
曜
半
休
に
戻
す
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

（　

） 

日
本
監
獄
で
の
外
国
人
拘
禁
は
、
改
正
条
約
実
施
当
日
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
七
月
一
七
日
、
ア
メ
リ
カ
人
水
夫
ロ
バ
ー
ト
・

１４９

ミ
ラ
ー
が
横
浜
居
留
地
内
の
居
酒
屋
で
居
酒
屋
の
主
婦
と
女
中
の
日
本
人
女
性
二
名
と
ア
メ
リ
カ
人
一
人
を
殺
害
、
即
日
検
挙
さ
れ
て
神
奈
川

県
監
獄
署
に
拘
禁
さ
れ
た
。
警
察
は
監
獄
ま
で
の
護
送
に
巡
査
五
名
を
当
て
慎
重
に
望
ん
で
い
る
が
、
ミ
ラ
ー
は
予
想
外
に
監
獄
規
則
を
よ
く

守
り
、
行
状
は
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
ミ
ラ
ー
は
横
浜
地
裁
で
死
刑
判
決
と
な
り
、
上
訴
に
よ
る
東
京
控
訴
院
の
判
決
も
死
刑
で
、
明
治
三

三
年
一
月
に
移
監
さ
れ
た
市
ヶ
谷
で
死
刑
執
行
さ
れ
た
（
重
松
一
義
『
日
本
刑
罰
史
年
表
』、
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
二
頁
）。

 

条
約
改
正
後
、
外
国
人
を
大
量
に
収
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
日
露
戦
争
に
よ
る
俘
虜
で
あ
っ
た
。
そ
の
俘
虜
が
俘
虜
収
容
所
か
ら
共
謀

逃
亡
し
、
あ
る
い
は
服
役
拒
否
、
濫
り
に
興
奮
し
て
収
容
所
職
員
に
暴
行
抗
命
す
る
な
ど
の
事
犯
が
あ
り
、
あ
る
い
は
宣
誓
解
放
者
の
宣
誓
違

反
者
な
ど
が
累
増
す
る
に
及
び
、
こ
れ
ら
俘
虜
の
処
罰
の
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
前
掲
重
松
『
外
国
人
刑
事
法
制
体
系
化
へ
の
史
的

試
論
』、
四
七
頁
）。
こ
の
た
め
明
治
三
七
年
八
月
「
俘
虜
処
罰
に
関
す
る
法
令
」
と
い
う
緊
急
勅
令
が
発
布
さ
れ
、
明
治
三
八
年
二
月
法
律
第

三
八
年
二
月
法
律
三
八
号
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
俘
虜
の
一
部
が
軍
監
獄
か
ら
一
般
監
獄
に
嘱
託
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（「
陸
軍
軍
法
会
議
ノ
審
問
ニ
係
ル
外
國
人
嘱
託
拘
禁
ノ
件
」、
刑
務
協
会
編
『
最
新
行
刑
法
規
』
五
六
頁
）。
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